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昭和57年度会計報告書

　

( S57. 4 . 1~58. 3 . 31)

(収入の部)

項　目 予算額 決算額 備　　考

配分交付金 1.010.000 1,010,000 北海道より

上部団体助成金 400,000 400.000 全腎協より

公　　　費 1.800.000 2､093.200 会員数912人

未納会費 ０ 100.800

嘔業収益 30,000 64,700 販売還元金

寄　付　金 400.000 995.779 国会幕舎一般篤志

広　告　料 ０ 110.000 ５杜

唯　収　入 1.000 11,000 受取利息を含む

|rj期繰越 270.799 270､799 未納会費を含む

合　　　計 3,911.799 ri.(ir)i)､278

回
会
ａ
の
拡
大
と
組
織
の
強
化

　

様
々
の
川
難
な
状
況
の
中
で
、
各
ブ
乙
ク
、

病
院
心
者
八
．
あ
役
八
心
努
力
の
結
米
、
吽
年
度
衣

孔
七
．
五
人
で
あ
っ
た
会
Ｕ
数
が
几
一
叫
人
百

Ｕ
三
十
日
現
ん
し
に
川
え
ま
し
ぺ
末
川
入
病
院

の
組
織
加
人
に
っ
い
て
も
剛
き
か
け
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
．
い
ま
？
』
こ
ろ
南
令
知
地
区
よ
り
夕

印カ

中
｛
。
｝
知
地
区
へ
は
人
企
の
し
お
り
な
ど
六
料

を
送
っ
て
加
人
を
ｎ
め
て
お
り
ま
す
。
度
心
地
誠

に
っ
い
て
も
機
会
あ
る
ご
こ
に
組
織
加
人
を
叶
び

か
け
て
お
り
ま
す
が
、
成
:
＼
-
を
得
る
に
い
た
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
筏
は
ゴ
エ
ほ
か
μ
接
出
向
き
、

人
会
を
根
め
ま
す
。
ま
た
。
公
‥
‥
ｌ
に
は
５
Ｕ
Ｊ
」

(支出の都)

項　目 予算額 決算翻 備　　考

会　議　費

　幹･li会費

　運営委員会費

　事務局会議費

　全国連絡会

　中央陳情費

　難病遵参加費

　1,】30.000

1.000.000

言

1.177,661

　451.f)4l)

　306､471

　　2:i.2(5n

　195.500

　　12,000

　186.890

１回

４回

眼病連関係

負　担　金

　加１分担金

　全国負担金

1,317.130

　417,130

　900.000

1,687.370

　417.130

1.270,240

難病連

分担金・暮金

事　業　費

　患者大会

　医療講演会

　機関紙費

　活　動　費

965.500

450,000

　50,000

29.1,500

170.000

1.4l)3.3≪2

　■161,560

　　88.0(10

　512.501)

　340.522

２回

ブロ･ソク育成費

嘔務Ｑ維持運営費

　通　U　?1

　事務用品費

　新聞図書費

　交　通　費

　行　勤　費

　電　話　料

　帷　　　費

　備　品　費

　慶　弔　費

500.169

lno.ono

150,000

40.000

30.000

60.000

60.000

3(),16'.t

30.00()

　　　0

H()2.093

162.72(j

168,384

　73.870

　39.163

　M7.4H)

　>n.7-M

　･IK.SlU

　　　0

2o.oim

事務用消耕品

次期繰越 ０ 125.772

合　　　計 3.911､799 5.05(J.Z7K

を
交
付
し
、
各
役
賤
幹
‐
に
は
厦
約
集
」
を

配
付
す
る
な
ど
、
各
械
仙
雅
の
伝
達
を
通
し
て
企
’

‥
‥
ハ
川
ｔ
ａ
Ｓ
連
帯
感
を
強
化
し
組
織
の
雌
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

凶
賛
助
会
≪
の
入
会
に
つ
い
て

　

当
公
で
は
本
<
:
'
-
i
ｓ
~
斤
を
理
解
し
、
運
動
に
や

加
し
て
い
た
だ
け
る
方
々
を
ひ
と
り
で
も
多
く
人

会
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
こ
と
で
慟
き
か
け
を

行
う
と
し
て
い
ま
し
た
か
:
ｉ
.
-
'
≪
?
'
？
の
準
備
か
不

尤
分
な
た
め
に
、
本
～
度
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
新
犀
度
■
４
)
営
む
貝
会
に
て
細
部
に
っ

い
て
検
　
１
い
た
し
ま
し
て
実
咄
い
た
し
ま
す
。

｛
財
政
活
動

さ
ら
に
Ｊ
物
価
の
山
騰
で
£
出
川
な
ど
あ
り
ま
し

た
か
、
経
費
の
節
心
に
努
力
し
ま
し
て
予
卵
内
で

処
堤
す
る
こ
と
が
何
と
か
で
き
ま
し
た
。
収
人
。
山

で
は
、
前
乍
度
の
会
計
鵬
査
報
ｔ
‥
で
指
摘
？

だ
、
会
費
の
ｙ
期
納
入
は
な
お
努
力
が
ト
分
と
は

い
え
ず
責
令
繰
り
に
｀
。
慮
し
ま
し
た
。
～
川
を
通

し
て
は
予
算
以
Ｌ
の
会
叫
の
納
人
か
な
さ
れ
る
も

の
と
な
り
ま
し
『

会
伐
以
外
で
は
、
寄
付
乙
張
‥
収
人
が
川
加
し
ま

し
た
。

　

今
筏
心
Ｊ
題
と
し
て
、
卜
務
局
刄
化
休
制
を
い

川
に
爪
え
す
る
た
め
に
、
。
机
織
財
政
検
Ｉ
９
Ｕ
会

を
運
営
£
八
会
の
巾
に
設
け
て
。
吋
ａ
坊
竹
の
確

奉4
活
動
で
は
、
活
動
に
と
も
な
う
I
＾
出
川
．

立
に
つ
い
て
討
廠
し
て
行
な
ｔ
な
ら
な
い
と

乙
え
ま
す
．

今
後
の
問
題

　

以
上
の
よ
う
な
多
様
な
謡
動
を
限
ら
れ
た
役
μ

に
よ
る
川
難
な
条
件
の
巾
で
行
わ
れ
一
部
の
卜
小

に
っ
い
て
は
あ
る
!
*
-
度
Ｓ
t

が
、
木
解
決
？
Ｊ
叫
ま
た
企
然
着
Ｆ
で
き
な
か

っ
た
卜
．
項
'

*
i
r
勣
．
不
址
で
あ
っ
た
八
な
ど
、
活

動
上
に
厦
竹
才
べ
き
点
や
へ
’
筏
に
川
ａ
を
残
し
た

八
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
．
吽
り
は
．
第
二

臨
調
心
必
毒
申
も
出
一
万
こ
．
行
政
に
よ
る
福

'
＾
Ｍ
"
Ｔ
は
Ｅ
す
£
す
弱
れ
に
は
瞰
し
く
な
っ
て
い

く
と
心
わ
れ
£
す
．
そ
し
て
．
行
政
の
Ｍ
睦
刈
碩

は
、
ま
す
Ｅ
Ｌ
地
蔵
に
ょ
っ
て
は
格
差
が
現
れ
て

く
る
も
の
と
懸
念
し
て
お
り
ま
す
ご
Ｉ
の
ｋ
う
な

４－-



こ
と
の
解
決
に
は
．
巾
町
村
に
対
す
る
運
動
か
絶

灯
必
要
で
ご
尽
た
め
に
は
、
地
政
ご
と
の
在
住

企
‐
の
火
態
を
I
-
v
ｉ
に
把
捉
し
て
、
そ
の
強
化
、

組
織
化
を
進
め
る
と
と
も
に
地
域
に
お
け
る
活
動

示
談
伺
い
宍

一
、
は
じ
め
に

　

弘
た
ら
の
お
か
れ
て
い
β
状
況
は
二
面
政
．
心
‥

堵
」
を
め
ぎ
す
政
府
り
‐
政
改
や
左
針
に
よ
っ
て

．
八
ト
八
年
度
ｆ
詐
が
防
術
費
を
除
き
、
い
わ
ゆ
る

　

「
七
∵
シ
ー
リ
ン
グ
」
と
さ
れ
ま
こ
と
に
縦
し

い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　

透
析
叫
療
が
姑
め
ら
れ
た
Ｉ
〇
乍
前
の
「
介
．
の

切
れ
Ｈ
が
■

'
=
の
切
れ
目
」
と
い
わ
れ
た
困
難
の

時
刻
も
、
ぺ
’
で
は
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
、
透
析
心

進
歩
と
と
も
に
医
雛
費
の
方
も
心
配
な
く
な
っ
た

心
が
あ
り
、
企
に
は
嫉
関
心
の
方
も
少
な
か
ら
ず

い
る
よ
う
で
す
．

　

し
か
し
、
私
た
ち
心
i
ｔ
'
障
~
:
Ｋ
に
と
っ
て
は

昨
年
の
第
二
臨
調
に
よ
る
第
一
．
次
・
弟
こ
次
答
巾

と
続
き
、
医
療
と
Ｍ
址
、
年
金
に
と
っ
て
は
極
め

て
縦
し
い
も
の
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
■

'
i
J
年

施
ほ
ご
５
よ
う
な
状
況
か
現
山
し
つ
っ
あ
る
時

‘重
４

か
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
Ｉ
の
道
町
協
は
。
巾
町
村
に
対
す
る
運
動
に

着
Ｆ
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
祐
動
で
き
る
没
Ｈ

か
不
足
し
て
い
ま
す
。
道
腎
協
は
、
会
Ｕ
一
人
ひ

と
り
の
た
め
に
あ
る
心
で
す
。
参

会
ロ
の
皆
似

心
柚
極
的
な
運
動
参
加
と
協
力
を
お
町
い
す
る
と

と
も
に
、
よ
り
良
い
医
療
と
Ｍ
柾
ｓ
拡
尤
？

に
公
Ｕ
が
一
を
糾
ん
で
べ
″
後
も
頑
Ｊ
｀
ろ
う
で
は
あ

/I

　
　
　
　
　
　
　

●
次
期
項
目

〕
‥
本
年
度
の
主
な
活
動
目
標

ｅ
「
腎
疾
患
総
合
対
芦
の
早
期
確
立
、
透
析
治

　

療
体
制
の
保
障
、
腎
移
植
体
制
の
い
っ
そ
う
の

　

拡
充
な
ど
を
め
ざ
し
て
、
今
年
は
国
会
請
願
並

　

び
に
道
Ｓ
会
譲
願
を
行
い
ま
す
。

ｅ
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
腎
臓
提
供
登
蹄
者

　

拡
大
の
全
遭
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

　

す
。

（
…
）
柚
祉
後
退
に
。
反
対
し
、
。
柚
柚
・
柚
盛
保
障
制
度

　

の
い
っ
そ
う
の
拡
允
を
め
ぎ
し
ま
す
。

※
献
眼
運
動
に
収
り
組
み
ま
す
。

ｅ
本
会
の
主
旨
を
理
解
し
、
賢
同
し
て
下
さ
る
賛

　

助
会
員
の
入
会
を
つ
の
り
ま
す
。

｛
｛
ブ
ロ
ッ
ク
各
地
組
織
を
強
化
す
る
活
勣

＠
ブ
乙
夕
活
動
を
い
っ
そ
う
強
化
し
、
外
地
相

　

｝
の
交
流
・
援
助
・
共
同
行
動
を
す
す
め
ま
す
。

●
各
地
組
飛
相
'
＾
Ｓ
援
助
休
川
を
泣
化
す
ろ
と
と

･χ

Ｊ〆

り
ま
せ
ん
か

む
に
、
必
要
に
心
し
て
中
火
か

Ｉ
め
ま
す
。

６

の
援
助
も
す

＠
組
織
の
活
勣
を
い
っ
そ
う
強
化
し
、
事
務
局
体

　

制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

ｅ
道
膿
会
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
ま
す
。
ま
た
市

　

町
村
議
会
へ
の
働
き
か
け
も
強
め
ま
す
。

Ｔ
.
ｔ
道
内
ｓ
地
皿
削
ｙ

　

動
泣
化
に
努
め
ま
す
。

｛
律
週
内
の
関
係
諸
川
休
と
の
連
俳
・
連
携
の
活

　

動
を
血
め
、
難
病
連
な
ど
へ
心
航
極
的
な
参
加

　

と
木
糾
織
地
唾
ふ
組
織
化
に
努
め
ま
す
。

‐
組
織
・
宣
伝
な
ど
の
活
動

の
会
Ｓ
心
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
都
心
部
で
の
机
継
布
の
向
Ｌ
と
非
透
析
心
片
心

　

糾
織
化
に
努
め
ま
す
。

Ｉ
岬
収
企
は
年
二
川
。
運
営
胞
貝
企
は
弟
川
回
川

　

什
し
ま
す
。

＠
機
関
紙
誌
の
定
期
発
行
と
内
容
｀
い
っ
そ
う
ｅ

　

改
蕃
を
す
す
め
ま
す
。

５－-

町
び
Ｔ
Ｏ
年
前
心
よ
う
な
賠
皿
の
吽
代
へ
と
Ｍ
ら

ぬ
よ
う
杵
ん
な
で
力
を
八
‥
せ
て
頑
張
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
さ
え
も
汝
心
し
て
透
析
を

続
け
・
し
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
に
あ
る
今
ｊ
‥
楓
病
患
ｉ
:
を
根

本
的
に
発
生
を
抑
制
す
べ
く
原
囚
究
川
、
ｙ
川
允

純
ｙ
川
｛
療
の
于
防
に
最
ｔ
ぶ
沢
き
了
｛
療

休
川
の
館
立
を
仙
と
す
る
腎
疾
小
｝
総
八
将
頃
を
ｙ

忽
に
確
に
す
る
必
。
要
が
あ
り
£
す
。
本
～
は
こ
の

占
を
ｈ
眼
に
、
町
臓
刑
の
啓
r
-
ｙ
と
朴
会
復
帰
へ
の

£
1
解
と
協
力
を
水
め
る
運
動
を
進
め
ま
す
。
そ
し

て
組
織
の
強
化
を
‐
ぎ
し
ま
す
に
、
息
営
に
っ
い

て
は
、
運
営
委
Ｕ
企
心
必
川
を
f
？
-
:
に
、
浙
侈
Ｍ

休
制
の
確
立
に
よ
り
業
務
心
以
行
を
ス
ふ
七
へ
に

行
え
る
よ
う
考
慮
し
ま
す
。

　

会
Ｕ
‐
Ｊ
氏
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
才
。

川
え
続
け
る
透
析
＝
j
i
:
'
受
け
入
れ
不
足
四
七

り

　

ニ
、
活
動
の
目
標
と
会
の
運
営

見
出
し
参
考
＝
ｅ
最
一
点
項
目
豪
Ｘ
点
項
目



昭和58年度会計予算書
[ S58. ４， １～５９． ３． ３１）

(収入の部)

頂　目 前ヂ決算釦 予算額 備　　考

配分交付金 1.010.000 1,010,000 北海道より

上部団体助成金 400".ono 400.000 全腎協より

会　　　費 2,093,200 2.640,000 ^2,■100×i.mK

未納会費 100.800 100.800

4･;丈収益 64.700 60.000 販売還元

寄　付　金 995.779 HOO.OOO
国会暮全一一般篤志

広　告　料 110.000 100.000 ５杜

堆　収　人 11.000 20.000 受取利息

前期繰越 270.799 125,772

合　　　，汁 5,056.278 5.238.r)72

豪
情
報
・
賢
料
収
集
と
、
そ
の
報
告
体
制
を
強
め

　

ま
す
。
各
地
組
織
か
ら
の
活
助
報
告
体
制
も
改

　

を
強
化
し
ま
す
。

※
心
者
の
医
雛
・
生
鵬
・
社
会
ほ
川
・
公
活
動
に

　

役
立
つ
占
暗
や
商
品
の
紹
介
・
片
及
活
動
に
努

　

め
ま
す
。

●
巾
尺
へ
の
’
‥
臓
如
に
関
す
る
啓
r
K
-
活
動
を
強
め

　

‐
Ｉ

●
。
区
Ｔ
・
区
療
関
係
丿
団
休
・
障
Ｉ
折
団
休
・
労

　

働
机
八
‥
な
ど
と
り
父
流
・
連
携
を
必
要
に
心
じ

　

て
す
す
め
ま
Ｉ

ｅ
会
員
カ
ー
ド
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

脚
財
政
活
動

ｃ
分
担
金
の
早
期
納
入
、
納
入
本
の
向
上
を
は
か

(支出の部)

項　目 前年決算釦 予算額 備　　考

会　，凛　費

　幹･ji会費

　運営委Ｕ会費

　'μ務局会議費

　全国連絡公

　中火陳情費

　難病連参加費

1.177.661

　451.54(

　306.471

　　23.260

　195.500

　　12,000

　186,890

1、100､匯)0

　460.000

　300　、000

　　20,000

　200.000

　　20.000

　11)0.000

２回

４叫l

難病連関係

負　担　金

　加咀分担金

　全国負担金

1､687.370

　■117. L30

1,270,240

1,920,000

　40 iQ.OOO

1.520.000 分担金I.IQOK

'F　業　費

　患各大会

　医療,溝演公

　機関紙費

　活　動　費

1.403.382

　46I.5(K)

　　88.801)

　512,500

　340,522

1.310.000

　460,000

　　50.000

　500.000

　300,000

３回

ブロック育成費

乍務局維持運営費

　通　信　it

　･K務用品費

　新聞図 11t費

　交　通　費

　行　動　費

　電　活　料

　雅　　費

　備　品　費

　慶　弔　費

　(i62.(　93

　Hi2.7Z6

　168､384

　73.870

　39,163

　87.-no

　fii,7:in

　■18,810

　　　0

20.000

998,572

160,000

100.000

　50,000

　≪(), 000

･12K.OO(1

　(id, (10{

　50.572

　fiO.OOO

　20.000

切手･

私務用消耗品

次期繰越 125.772

合　　　計 S.0Sr..278 r).:r2≪.572

　

り
、
広
告
・
寄
付
金
収
入
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

ｅ
事
務
局
に
専
従
者
を
設
置
で
き
る
よ
う
財
政
基

　

盤
確
立
の
た
め
に
S
R
力
し
ま
す
。

ｅ

規

　

約

　

改

　

正

へ
案

心

６－-

全
文
の
う
ち
、
ゴ
シ
ッ
ク
部
分
の
条
項
及
び
字
句
を
改
正
す
る
。

第

　

一
条
（
名
称
・
所
在
地
）

　
　

本
会
の
名
称
は
、
北
海
道
腎
臓
病
患
者
辿
絡
協
議
会
（
略
称
・
道

　

腎
協
、
以
下
本
会
と
略
す
）
と
し
、
個
務
局
を
札
帆
市
内
に
お
く
。

　

ま
た
、
全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
に
加
盟
す
る
。

第
二
条
（
目

　

的
）

　
　

本
会
の
目
的
は
、
次
の
各
個
頂
と
す
る
。

- ㎜

一

一

す
べ
て
の
竹
臓
病
忠
者
相
互
の
経
験
交
流
と
槻
睦
を
圓
る
。

腎
臓
病
治
療
と
予
防
の
た
め
の
医
療
休
川
お
よ
び
研
究
休
制
の

　
　
　
　
　

●



　
　

充
実
・
向
ト
を
め
ざ
す
。

　
　
　
　

。
’
Ｉ

　

三
、
腎
臓
病
患
者
・
家
政
の
医
療
と
生
活
の
権
利
を
守

　
　

会
保
障
制
度
の
確
立
を
め
ぎ
す
。

第
三

　

条
（
収

　
　

業
）

リ

輿

の
什

　

本
会
は
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
。
次
に
か
か
げ
る
諸

活
動
を
お
こ
な
う
。

】
、
腎
臓
病
忠
者
の
医
療
と
生
活
を
守
り
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
法

　

的
、
行
政
的
、
医
学
的
要
求
を
関
係
諸
機
関
に
働
き
か
け
る
。

二
、
必
要
な
資
料
・
帖
報
の
収
集
と
作
成
。

三
、
機
関
祇
誌
の
発
行
と
配
布
。

川
、
加
川
欠
‥
ブ
ロ
ッ
ク
・
組
織
川
の
交
流

五
、
加
盟
各
ブ
ロ
1
7
ク
ー
組
織
の
強
化
と
未
組
織
患
者
会
の
組
織
化
。

　

二
、
幹

　

浙

　

会

　

三
。
迷
営
委
貝
会

第
六
条
（
総

　

会
）

　
　

総
会
は
、
本
会
の
最
商
の
協
議
。
議
決
機
関
で
あ
っ
て
毎
年
一
回

　

会
長
が
招
集
す
る
。
総
会
は
、
全
体
総
会
に
す
る
。

　
　

な
お
、
文
ｋ
‥
に
よ
る
発
言
も
で
き
る
。
総
会
で
は
、
次
の
収
項
を

　

協
議
決
定
す
る
。

　

一
、
活
動
報
告
と
決
俘
お
よ
び
会
計
監
査
報
告
の
承
認
。

　

二
、
活
動
方
針
と
予
算
の
決
定
。

　

三
、
役
以
の
選
出
。

　

四
、
規
約
の
改
廃
。

六
、
他
の
心
行
・
障
出
‥
者
組
織
な
ど
必
要
な
関
係
諸
団
休
訂
」
埓

　

第
七
条
（
臨
時
総
会
）

　

ヒ
、
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
諸
活
動
。

第
四

　

条
（
組

　
　

織
）

　
　

本
会
は
、
腎
臓
病
忠
者
お
よ
び
そ
の
家
族
を
主
た
る
構
成
員
と
す

　

る
忠
者
組
織
で
構
成
さ
れ
る
辿
絡
協
議
休
と
す
る
。

第
四
条
の
二

　
　

ま
た
、
本
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
佃
人
・
団
体
の
方
々
（
特
別
会

　

貝
）
の
参
加
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

第
五
条
（
機

　

関
）

　
　

本
会
に
は
次
の
機
関
を
お
き
、
そ
の
運
営
は
合
議
に
よ
る
も
の
と

　

す
る
。

　

一
。
総

　
　
　

会

　
　

加
川
組
挑
の
三
分
の
一
以
Ｌ
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
、

　

幹
'
-
■
^
会
が
必
要
と
詔
め
た
と
き
は
、
臨
時
総
会
を
開
か
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
。

第
八
条
（
幹

　

浙
会
）

　
　

幹
肢
会
は
、
総
会
か
ら
総
会
ま
で
の
川
、
総
会
の
決
定
に
も
と
づ

　

き
。
必
要
な
事
項
を
協
議
決
定
す
る
。

　

幹
心
″
会
は
、
幹
心
″
、
会
長
、
剛
会
長
、
ポ
務
局
長
ハ
運
営
委
員
で

　

構
成
し
、
年
二
回
以
上
開
催
す
る
。

　
　

幹
収
会
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。
幹
収
は
、
各
組
織
か
ら
推
せ
ん

　

を
受
け
た
各
一
名
の
代
表
で
、
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
。
そ
の

　

任
期
は
一
年
と
す
る
。
幹
浙
会
の
決
定
は
、
次
の
総
会
に
轍
告
し
承

　

認
を
受
け
る
。

７
-



第
九
条
（
運
営
委
員
会
）

　
　

運
営
委
員
会
は
、
総
会
、
幹
事
会
の
決
定
に
も
と
ず
き
、
本
会
の

　

運
営
に
六
任
を
も
つ
執
行
機
関
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
開
帷
し
、

　

会
長
が
招
染
す
る
。

　
　

運
営
委
員
会
は
、
運
営
委
貝
で
構
成
す
る
。
迷
宮
委
‐
パ
会
に
は
。

　

必
要
な
専
門
部
を
お
く
。

　
　

運
営
委
員
会
の
活
勣
は
、
次
の
幹
収
会
に
報
告
し
承
認
を
受
け
る

第
十
条
（
役

　

員
）

　
　

本
会
に
は
、
次
の
役
員
を
お
く
。
役
貝
は
総
会
が
選
出
す
る
。

　
　

会

　
　

長

　
　
　
　

一
名

　
　

副
会
長

　
　

若
干
お

　
　

Ｉ
務
局
長

　
　
　
　

一
名

　
　

運
営
委
員

　
　
　

若
千
名

　
　

幹

　
　

事

　
　

若
干
名

　
　

会
計
監
査

　
　
　
　

二
名

　
　

た
だ
し
、
役
貝
の
兼
任
は
で
き
な
い
。
そ
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。

第
十
一
条
（
事
務
局
）

　
　

本
会
に
事
務
局
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
服
務
局
貝
の
採
用
は
、

　

幹
事
会
で
決
定
す
る
。

　
　

事
務
局
は
、
運
営
委
員
会
の
指
導
の
も
と
に
本
会
の
業
務
を
執
行

　

す
る
。

第
十
二
条
（
財

　
　

政
）

　
　

本
会
の
財
政
は
、
会
費
・
寄
附
金
そ
の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
ま
か

　

な
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

第
十
三
粂
（
会

　

費
）

　
　

本
会
の
会
截
は
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
組
織
の
構
成
貝
一
人
に
つ

　

き
一
ヶ
月
ニ
○
○
円
と
す
る
。
（
全
腎
一
〇
〇
円
・
道
腎
一
〇
〇
円
）

第
十
四
粂
（
会
計
年
度
お
よ
び
会
計
処
理
）

　
　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　

と
す
る
。

　
　

本
会
の
会
計
処
理
は
。
別
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
。

第
十
五
条
（
会
計
監
在
）

　
　

本
会
の
会
計
監
査
は
。
会
計
年
度
内
に
二
回
お
こ
な
う
。

第
十
六
条
（
加
盟
お
よ
び
退
会
）

　
　

本
会
へ
の
加
盟
は
、
第
四
条
に
定
め
る
団
休
加
盟
を
原
刈
と
し
、

　

運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
幹
事
会
、
総
会
の
承
認
を
得
る
。

　
　

退
会
に
つ
い
て
は
、
加
盟
組
織
か
ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
迎
営
委

　

貝
会
の
承
認
を
得
る
。
連
営
委
員
会
は
、
幹
事
会
、
総
会
に
報
告
す

第
十
七
条
（
附

　
　

問
）

　

一
、
こ
の
規
約
の
改
廃
は
総
会
で
お
こ
な
う
。

　

二
、
こ
の
規
約
は
、
総
会
で
決
定
後
、
直
ち
に
効
力
を
有
す
る
。

　

三
、
こ
の
規
約
に
よ
る
細
問
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

８



文書発言用紙

氏名
男・女 年齢 歳

住所
－Ｔ

電話 -　　-
所属ブロック

　規約第６条により会員は文書で意見を述べることができます。活動

方針案等に対し、ご意見のある方はこの用紙にご意見を書いて道管協

事務局までお送りください。

　　　　　　　　　　　　　意　　見　　欄

裏面につづく

９

・●

切
り

収

穣

●



意

　　

見

　　

欄

-

意　　見　　欄

W

切
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取

り

線

　-
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総会宣言（案）

　

私たち道町協は、fil』立６川年を迎えました。私たちはこの５年間に少なか

らぬ療友の悲しい犠牡を乗り越えて、多くの仲間とともに闘ってきました。

今日では、道内で二千人をこえる透析忠者が治療を受け、その多くの忠者が

社会後川をして、健常者に負けず、様々の分野で活躍しています。

　

しかし、今日、町疾忠患者とりわけ透析患者は極めて複雅な状況のもとにお

かれています。多くの患者が透析治療が始められたころの10乍前とは輿なり

尿毒症死の不安から脱却して透析治療を医療費の心配なく受けられ、腎移植

への希望も大きくふくらむ一方で、透析忠者の増加 透析医療費の累川

を最大の理由として、透析医療診療=報酬がまたも肖び切り下げられ、それが

結局のところ患者自身へしわよせされようとしています。

　

国の「行政改革」に名を借りた医療、福吐への攻撃に歩調をあわせて、地

方自治休でも行財政の合理化を進めており、私たち忠者は、ますます厳しい

状況下におかれようとしています。

　

私たちが昨乍９月、全国の仲間とともに取り組んだ「腎臓提供者拡大街頭

キャンペーン」は、人きな成功を収め、町臓移植の薔及に大きな役割を果し

ただけでなく、私たち自身に確仁とりj気を与えました。

　

今口、私たちをめぐる状況は単に厳しいというだけでなく様々な問題がか

らみあって極めて複雑ですが、この５年川の迦動とその成果に確信を持ち、

遺竹協の組織が全国的な運助の中で果たす役割をも重視しながら、新たな５

年間に向けて、新たな決意で運動をすすめていくことをここに表明します。

私たちは、医療と福祉の後退を詐しません。私たちは透析医療や腎臓移植な

どの腎不全対策のいっそうの前進をめぎして運動を進めます。

　

私たちは、町臓病患者をこれ以上川やさないために、腎臓病の早期発見、

早刈治療休制を中心とする「腎疾忠総合対策」の確立をめざして運助を引き

っづき進めます。

以上、宣言します。

９８３乍７川３日

！
！
’
‘
・
‘
！
！
！

北海道腎臓病患者連絡協議会

　　　　

第

　

６

　

回

　

総

　

会
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ダ

　　　　　　

昭和5吽度スローガン（案）

　　　

｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

§

　

１．北海道にも「腎バンク」「総合町移柚センター」を設置:させよう。

　　　

｜

　　　　

--･･■■■･■■-･●－■l-･i- 4 -･● ● ･一 ･一り●ｌｊ･~　ｊてt-. nilヽ'.)-■.む1.･-1･カヰ･1　i!i-*Wilh！*.i,iV　§

^
V
A
＼
≪
＼
Ｖ
＼
Ｖ
＼
Ｖ
^
Ｖ
＼
>
Ａ
v
r
v
Ｖ
Ａ
Ｍ
＼
Ｖ
^
Ｖ
＼
W
ノ
＾
^
^
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^
＾
＼
＾
^
＾
^
＾
^
＾
^
＾
^
＾
＼
＾
^
r
^
'
J
^
w
^
＾
^
＾
ｖ
^
.
^
＾
^
＾
v
＾
＼
＾
^
＾
^
＾
.
1

１

腎臓提供登鉉者を

への理解を深めよ

１万人にするととい

つ。

献阻運動に1迄力し、腎臓移植

　

Ｓ

健保、年金、公費医療制度の改悪に反対レ医療と福祉の後退を阻止し

よう。

ノ
I
V
V
1
.
W
V
1
.
W

１

　

１．７ｙﾔ牛ｒ、ｌｎでm.m＼＼川気四L;人厄;に!jLf''iし、U＼i),': C I川‘j1L゛/|父丿と･こにJl.U-レ　｜

１

　

１．活動内容を充実して、組織の強化に努め2,000人の道管協をめざそう。

　

｜

１

　

１．渦ける腎臓病患者に社会復帰の逆を求めるよう連動しよう。

　　　　　　

§

|__＿____＿＿_＿__＿____＿｡
j

宇治茶の贈答品・慶弔品
ウエシマコーヒー

　

豆・パック各種・インスタントコーヒー各種
リプトン・トワイニング

　

紅茶・砂糖・クリーブーミルワ類

※透析患者が更生のため販売しております。多少にかかわらず

　

お届け致しますのでご愛飲のほどお願い申し上げます。

一販売－
ホウ

　

コウ

　　　　　　　　

札幌市中央区北１条西21丁目46番地
邦更産業

電

　

話(Oil) 6い淀詣詔

多彩な味の真随

　　　

本場の美味しさの競演
ご家族連れや、５～６名様のパーティから巧O名様迄の
大小宮会及ひ立食パーティを承つまず。

札幌市中央区南５条西８丁目９番

　　　　

後楽園スポーツブラザ2F

　　　

a con) 5 1 2-1 2 2 3
後楽園,1:,申・略叙･４



調査報告

ｊ
北
海
道
人
工
透
析
研
究
会

｜

北
海
道
に
お
け
る
透
析
治
療
の
現
況

小
川
渡
井

高片今
橋岡

秀
道
幾
男
忠
正
是
充
長
雄

（
旭
川
医
大
麻
酔
科
教
授
）

（
札
幌
市
渡
井
医
院
院
長
）

（
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

（
市
立
札
幌
病
院
腎
セ
ン
タ
ー
主
任
医
長
）

（
札
幌
医
大
麻
酔
科
教
授
）

る
ｌ

ぺ
。
川
心
調
た
で
は
新
し
く
町
ど
Ｉ
切
院
が
一
屁

加
わ
っ
た

こ
れ
し
八

二
に
示
す
よ
う
に
、
．
川
同
Ｍ
透
析
町
能
数
は
．

一
、
〇
八
し
名
二
地
心
～
均
で
ご
几
名
一
扁

人
透
析
能
力
は
辿
三
／
Ｕ
三
四
名
で
あ
る
．
透
折

心
れ
刀
火
ほ
的
な
畢
へ
れ
予
術
他
力
？
‐
無
を
山

査
し
た
桔
1
1
1
べ
で
は
．
八
ト
瓦
紬
設
の
う
ち
有
り
と

川
答
し
た
施
心
が
し
ト
嶼
じ
八
ト
　
　
．
・
問
％
乙

患
冊
数
に
し
一
～
八
二
Ｚ
二
柚
設
ゼ
均
六
∴

わ
で
受
け
入
れ
能
力
に
も
か
な
り
余
裕
ｓ
あ
る

状
態
を
．
小
し
て
い
る
．
な
お
近
く
透
析
川
始
を
予

定
し
て
い
る
心
行
が
川
ト
ニ
咄
ぶ
に
お
い
て
几
ト

ニ
お
い
今

ニ
、
透
析
患
者

λ
Ξ
に
．
小
Ｉ
よ
う
に
昭
仙

．
Ｅ
Ｈ
．
卜
じ

乍

‐
‥
現
■
ｃ

？調
禿
時
の
一
、
。
瓦
．
ｈ
Ｌ
名
に
比
べ
、
そ
の
一

沁
に
川
加
し
た
。

ｆ

一

　

そ
の
内
以
は
血
液
透
析
二
、
〇
六
六
名
、
心
唖

迅
析
ニ
ト
ニ
お
で
あ
る
．
血
液
透
析
９
つ
ち
■
v
ｔ
川

透
折
は
・
、
八
几
六
名
、
皮
川
透
析
は
川
八
〇
*
:

で
前
川
■

3
"
Ｖ
時
よ
り
昼
．
間
透
析
例
か
川
対
的
に
増

加
し
て
い
Ｉ
な
お
Ｉ
〇
お
は
時
に
昼
．
川
、
時
に

改
川
透
析
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
介
計
数
は
心
者

火
数
を
１
　
　
廻
っ
て
い
る
汪
百
想
れ
数
で
は
前
回

］
ぽ
、
私
設
病
医
院
の
忠
者
数
が
も
っ
と
も
多
く

．
　
　
号
川
″
い
で
、
こ
れ
は
前
川
冗
几
じ
お
・

口
一
三
位
で
あ
り
、
道
内
に
お
け
る
仝
透
析
患

片
数
の
八
ト
　
　
・
几
％
に
利
当
す
る
．

　

患
者
の
分
布
は
Ｍ
こ
に
示
す
よ
う
に
、
札
帆
巾

か
じ
六
〇
＞
;
で
全
透
析
心
行
数
の
．
．
Ｔ
ｊ
Ｔ
川
‰

を
Ｉ
Ｌ
‥
め
、
以
ド
旭
川
巾
の
二
じ
．
丘
名
、
．
函
館
市
一

じ
じ
れ
小
噂
巾
よ
り
几
名
、
釧
路
心
Ｔ
Ｏ
・
Ｏ
・
名

之
づ
い
て
い
る
．
こ
回

八
お
、
北
見
巾
八
ト
六
名
、
室
蘭
巾
八
ト
名
、
帯

．
じ
巾
じ
ト
八
乱
．
阿
小
牧
巾
い
』
ト
名
、
滝
川
市
八

ト
叫
名
ご
『
一
ｔ
巾
．
瓦
ト
名
な
ど
い
ず
れ
の
川
市
で
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こ
の
調
査
餓
告
は
、
北
海
遭
人
工
透
析
研
究
会
が
二
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
北
海
道
医
学
会
が
発

行
し
て
い
る
「
北
海
道
医
学
雑
誌
」
第
五
十
七
巻
第
六
号
、
（
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
を
、
透
析
研
究
会
の
ご
了
解
を
綿
て
屹
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

　

わ
が
川
に
お
け
る
透
析
治
療
は
～
々
宛
展
の
．

途
を
た
ど
ご
ム
る
か
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
き
の
川

青
に
っ
づ
き
、
昭
和
．
瓦
ト
じ
～
．
川
現
Ｉ
の
私
心

に
お
け
る
活
版
‥
心
療
の
現
況
に
っ
い
て
川
介
を
行

こ一
、
透
析
施
設

　

本
道
に
お
け
る
透
析
仙
心
数
は
前
川
訓
だ
時

　

函
和
■

Ｊ
ト
四
叫
ト
．
汀
一
の
じ
ト
咄
設
か
ら
さ

ら
に
ト
．
瓦
紬
設
川
え
て
八
卜
．
に
に
咄
設
と
な
っ
侃

そ
れ
ら
の
所
作
地
は
札
帆
市
に
三
ト
ニ
吃
ぶ
、
函

館
巾
、
旭
川
巾
に
各
‐
．
ハ
晒
設
、
Ｍ
小
牧
巾
、
帯
"
ｄ

九
釧
路
市
に
｡
Ｓ
:
'
-
＝
紬
硯
小
樽
巾
四
施
設
'
:
r

蘭
市
三
咄
置
、
北
―
J
:
;
:
'
公
-
J
I
^
:
:
…
滝
川
巾
に

各
二
施
心
、
．
二
ｔ
．
巾
、
几
川
巾
、
伊
辻
市
、
‐
留
曲

慨
夕
張
巾
、
Ｌ
別
巾
．
稚
内
巾
、
赤
．
～
に
巾
、
へ
ｔ

巾
町
、
新
得
町
、
八
"
1
町
、
浦
河
町
、
お
よ
ぴ
厚

岸
町
に
各
一
施
設
と
な
っ
て
い
聚

札
帆
巾
は
凹
【|;

り
．
ト
八
咄
設
か
ら
バ
ト
．
．
咄

ぶ
に
川
加
し
侃
今
ま
で
Ｉ
地
設
の
な
か
っ
た
小

』

岸
町

新
得
町
．
八
．
雲
町
、

心
の
な
い
地
八
は
桧
山
、

み
と
な
っ
侃

沁
河
町

れ
た

ー
－
れ

似

室

の

■■J

　

ミ
瓦

お
よ
び
｝

で
透
析
紬

・
し
管
内
の

　

Ｍ
．
に
み
る
よ
う
に
紬
設
の
人
多
数
は
道
内
の

人
目
分
布
を
背
附
と
し
て
、
札
帆
心
を
中
心
と
し

た
道
火
部
に
進
巾
し
、
北
見
地
左
お
よ
び
道
戦
地

ぢ
は
依
然
と
し
て
稀
薄
で
あ
Ｉ
こ
れ
ら
透
析
咄

設
の
内
ぷ
を
み
る
と
、
λ
　
　
に
。
小
す
よ
う
に
、
人

:
'
■
-
｡
附
属
病
院
几
国
Ｉ
刑
院
石
南
隊
・
病
腕
を
ａ

む
二
　
　
吋
災
病
院
　
　
道
ｙ
病
院
一
、
・

院
．
四
、
司
Ｉ
病
院
二
『
共
済
糾
介
病
院

μ

‘
．
・

Ｉ

げ．

病,丿

ト
乍
病
院
三
、
柚
吐
泌
人
病
院
（
社
叫
財
川
法

人
病
院
を
含
む
）
一
六
。
卜
ｔ
所
・
列
院
一
、
お
よ

び
私
ぷ
病
医
院
四
ト
と
な
っ
て
い
る
。
私
ぷ
俄
関

は
前
川
の
Ｉ
．
Ｔ
じ
弛
設
か
ら
川
柚
設
川
え
た
の
み

で
こ
ｅ
而
か
ら
も
昨
ぺ
’
刀
開
業
の
困
難
さ
が
曳
え



図１北海洒における透析施設所在地

表１地内透析施設の内訳

　　昭弘18年

i&,l5≪[　想.打数

　　昭和50年

咄設数　患衿数

　　昭和54年

袖ａ数　患者数

　　昭和57年

施設数　患者数

火･?病院

田ヽ‘･l病院

{含.IIHgl隊病院)

労りﾐ病院

道a、病院

ili･y病院

田I '?.病院

代済組俘病院

･が|･字病院

むVit.l注入病院
〔1.社団.財口口

t SI-li'l病院

私設病医院

２　　　６

３　　　７

｀１　　　１

１　　　７

Ｓ　　】０７

０　　　０

２　　２７

１　　　１

２　　１６

３　　１６

１１　　１２８

２　　６

３　　１２

１　　　４

１　　　６

８　　哨１

０　　０

２　　２０

２　　　６

３　　１２

２　　　７

１５　　：M2

3　　　5

3　　27

1　　　7

1　　18

13　　，'132

0　　　n

2　　13

2　　18

6　　90

2　　50

37　　997

3　　　2

3　　4n

1　　　5

1　　1S

14　　363

2　　15

1　　17

3　　4･i

16　　252

　1　　18

40　i,:ii-i

計 34　　31哺 39　　･176?, 70　l.M7f. 85　2,0RRy,

表２道内における透析能力

昭和卵年 昭和SO年 昭和54年 昭和57犀

咄　設　数

１回同時透析可能患衿数

駁大通t6可能患者数

'f　備　能　jﾊﾟ；

　　34施設

　　147 f,

　　539 fi

＼9mii (6fif,)

15施設

　　39施設

　　269^1

　　800 ?"■

22権原(88?*,)

17施設

　　70 施I没

　　839お

　　2.035 f,

56!ifeAa:1435f,)

14施設

　　85咄設

　　1.087Z

　　3.03･1お

70施設(382*',)

14咆設

- 14 －



図２北海遺における透析患者の分布

も
川
加
し
て
い
る
。
そ
の
他
ｓ
荊
巾
で
は
い
ず
れ

も
三
十
名
に
満
た
な
い
、
か
よ
う
に
透
析
患
者
は

そ
の
多
く
か
札
帆
巾
お
よ
び
そ
回
『
辺
地
誠
に
集

っ
て
お
り
、
そ
れ
の
み
で
仝
忠
れ
数
の
約
五
ト
％

を
占
め
て
い
る
。

三
、
透
析
嚢
置

　

透
析
忠
者
の
著
し
い
川
加
に
伴
っ
て
、
人
工
町

昭和57年

-
2.0fi6

】.59fi(Jt:□

　

480

　

22

~
2.088 f,

昭和5･|年
-
1,538

1.144

　

39･1

　

19
-
1.5S7

表３道内の透析患者

心

　　　　

昭利50年昭鯵18年

451

371

　

80

　

25
-

476

301

279

　

22

　

15
-

316

爪液遇析

　　

昼問透析

　　

皮問透析

腹膜透析
-

啜
も
最
近
は
多
人
数
を
同
時
に
透
析
で
き
る
透
析

液
£
｡
'
■
;
=
装
凛
と
、
使
い
捨
て
方
式
心
小
り
ダ
イ
ア

ラ
イ
ザ
ー
か
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
透
析
能
力

■
Ｈ
透
析
装
置
２
最
よ
り
も
み
施
設
心
マ
ン
パ
ワ

ー
が
よ
り
大
き
く
関
与
す
る
の
で
、
一
回
・
同
時
透

析
可
能
数
の
方
が
よ
り
大
き
な
意
味
を
持
ち
、
実

際
的
で
あ
る
。

　

他
川
し
て
い
る
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
は
Ｈ
Ｆ
Ｋ
Ｍ

　

　
　
五
〇
二
台
、
コ
イ
ル
忽
二
三
二
汽
平
板
り
。

一
二
こ
‥
の
計
二
。
０
六
再
で
あ
る
。
本
道
で

は
昭
和
叫
十
八
年
に
は
コ
イ
ル
型
、
平
板
ｉ
-
の
使

用
か
根
強
か
っ
た
が
、
次
第
に
Ｈ
Ｆ
Ｋ
Ｍ
の
普
及

が
進
み
、
今
回
の
調
査
で
は
全
休
の
七
ト
子
九

％
に
辻
し
て
い
る
。

四
、
原
水
処
理
法

　

今
回
初
め
て
行
な
っ
た
調
査
項
目
で
あ
る
。
解

答
？

も
っ
と
も
廿
及
し
て
お
り
六
十
二
‥
で
あ
る
。
つ

づ
い
て
フ
ィ
ル
タ
ー
エ
レ
タ
ン
ト
囚
十
六
宣
カ

ー
ボ
ン
フ
ィ
ル
タ
上
二
十
八
台
。
純
水
装
置
（
イ

オ
・
ｙ
交
換
）
十
二
台
、
逆
泌
透
装
置
四
台
の
計
一

六
一
台
が
使
用
さ
れ
て
い
る
'
　
m
に
示
す
よ
う

に
ｈ
記
装
Ｈ
の
う
ち
一
が
だ
け
を
使
っ
て
い
る
施

設
は
二
十
七
施
設
、
二
台
枕
用
し
て
い
る
の
か
二

言
一
施
設
、
ヱ
‥
使
川
し
て
い
る
の
は
二
十
五
施

設
で
あ
る
。
上
ぶ
玉
極
の
装
置
を
す
べ
て
股
伽
し

て
い
る
施
設
は
一
柚
設
の
み
で
あ
っ
た
。

五
、
透
析
状
況

　

的
述
し
た
よ
う
に
本
道
に
お
け
る
透
析
忠
者
数
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-



は
現
在
三
○
八
八
名
で
あ
る
。
表
」
に
示
す
よ

う
に
透
析
患
者
を
通
院
透
析
と
入
院
透
析
に
分
け

る
と
、
加
者
は
Ｉ
、
六
六
八
名
（
八
十
万
八
％
）
。

後
者
は
三
七
一
名
（
一
八
・
二
％
）
で
姐
院
患
者

の
う
ち
一
時
的
に
入
院
治
療
す
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
通
院
。
入
院
の
介
計
数
か
二
、
〇
三
几
名
と

な
り
表
一
に
示
し
た
二
、
〇
八
八
名
と
介
致
し
て

い
な
い
が
（
註
二
）
。
そ
の
比
串
は
前
回
糾
査
時

と
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
。
患
行
の
社
会
復
川

は
透
析
治
療
の
最
柊
目
標
で
あ
り
ａ
院
透
析
は

そ
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
通
院
忠
ｉ
:
の

占
め
る
割
合
は
こ
こ
歓
年
ほ
ぽ
円
定
的
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
夜
川
透
析
例
の
延
び
悩
み
と
と
も
に

｀
Ｌ
や
透
析
治
療
の
も
っ
と
も
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

表４瞑水処理法

　

今
川
の
調
企
で
は
小
児
例
お
よ
び
高
齢
祐
例
の

透
析
状
況
に
つ
い
て
も
同
答
し
て
も
ら
っ
た
か
全

透
析
心
肴
三
、
〇
八
八
名
）
９
つ
ち
、
１
　
五
歳

以
下
の
小
兜
例
は
十
三
名
フ
八
十
歳
以
上
の
高
齢

肴
例
は
三
三
六
名
で
あ
っ
た
。
な
お
家
庭
透
析
例

は
加
回
同
様
一
名
の
み
で
あ
っ
た
。

六
、
息
書
管
理

　

血
液
透
析
患
肴
二
。
０
六
六
名
の
う
ち
ご
て

ン
ト
に
関
し
て
回
答
の
あ
っ
た
二
、
〇
五
九
例
に

つ
い
て
み
る
と
。
内
シ
ャ
ン
ト
例
が
二
、
〇
一
七

例
冗
十
七
一
六
％
）
と
圧
倒
的
に
多
く
外
シ
ャ

ン
ト
例
は
六
〇
例
三
・
四
％
）
に
す
ぎ
な
い
。

な
お
一
八
例
で
は
内
シ
ャ
ン
ト
、
外
シ
ャ
ン
ト
を

共
有
し
て
い
る
。
ま
た
内
シ
ャ
ン
ト
で
行
な
っ
て

い
る
も
の
の
う
ち
代
用
血
竹
侈
植
例
は
四
十
二
例
、

処理装置 唯　設　数

Ａ、B.C. D. E ５神すべて使用　　１

A. B. C, D ４挿使用　　　　２

A, B.C ３神使用　　　　22

A. B, D 1r　　　　　1

A. C, D lj　　　　　1

B. CD 11　　　　　1

A.B ２降使用　　　　13

A C 11　　　　　2

A. D II　　　　　1

B.C II　　　　　6

Ｂ，【） II　　　　　1

Ａ １陣のみ使用　　　３

Ｂ 1r　　　　14

Ｃ 11　　　　3

Ｄ り　　　　４

Ｅ 11　　　　3

計　　　78噫設

A:フイjしタ一エレメント

B:軟水装置

Ｃ：カーボンフィルター

Ｄ：純水装置(イオン交換)

Ｅ:逆浸透装置

表５忠者状況

(l圃

昭和57年

百研‾

(81.8%)

　

371

(18.2)

　　

1

叩和54年
-
i.23af,

182.4%)

264

(17.6)

　

1

昭和50年
-
29哺

(61.1%)

185

(38.9)

　

0

昭和48年
-
155?■,

(49.1%)

16】

(50.9)

　

0

通腕透析

人院透析

家咆透析

自
家
静
脈
侈
植
例
は
一
五
例
で
あ
っ
た
。

　

透
析
心
a
ｖ
Ｓ
<
=
療
継
続
年
数
に
関
し
て
は
表
六

に
示
す
よ
う
に
、
調
を
で
き
た
二
、
〇
〇
一
例
中

一
年
未
満
の
も
の
が
三
〇
一
名
で
一
五
・
〇
％
。

一
年
以
上
二
年
未
渦
が
三
四
四
名
二
じ
・
二
％
）

二
年
以
上
三
年
未
満
か
三
一
几
名
（
ご
五
一
九
％
）

三
年
以
上
四
年
未
満
は
二
Ｉ
坏

・
九
％
）

表６透析雛続年截

昭和57年昭和54年

301例（15.0％）

344 (17.2)

347例(22.8%)

256 (17.4)

昭和50年
-
182例(40.3%)

(iri.9)

(10.9)
319

219

!】4.3)21８

212 (10.6)

606 (30.3)

　

13年7ヶ11

　

一

239 (15.7)

159 (10.5)

293 (19.3)

　

10年２ヶ月

　　

一

(29.5)

( 18.0)

(12.2}

3
3
８
1
5
5

1

７年２ヶ月

　

昭糾48年
-
149例(66.8%)

A9 (22.0)

17 ( 7.6)

5 1 2.2)

3 ( 1.3)

5年６ヶ月

　

一

１年末満

１年以上２年未満

２年以上３年未満

３年以上４年未満

４年以上５年未禰

５年以十、

最長透析年数

　　　　　

一

四
年
以
上
五
年
未
満
は
二
こ
一
名
二
〇
一
六
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
一
年
未
満
の
も
？

し
て
お
り
。
こ
の
こ
と
は
透
析
忠
肴
の
川
加
と
あ

わ
せ
々
え
る
と
、
ま
さ
し
く
透
析
技
術
山
で
心
向

上
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う

に
今
］
の
調
飛
で
は
五
年
以
上
の
も
の
か
六
〇
六

名
で
全
休
の
三
十
二
ニ
％
を
ぷ
め
て
お
り
、
前
川

16 －



調
査
心
の
一
九
・
三
％
と
比
べ
る
と
驚
異
的
と
も

い
え
る
上
昇
で
あ
る
。
駁
に
Ｅ
透
析
年
斂
も
年
々
延

艮
し
て
お
り
、
本
道
で
の
敏
艮
透
析
例
は
本
調
査

時
々
で
一
三
年
七
ヵ
月
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
透
析
患
嗇
の
透
析
継
続
年
数
の
区
分
比

率
か
ら
み
る
と
、
本
道
に
お
け
る
透
析
ｒ
-
J
者
ｓ
成

機
は
全
国
弔
均
と
比
べ
て
も
か
な
り
高
い
。
透
析

技
術
の
向
上
に
対
す
る
道
内
外
砲
設
の
努
力
の
あ

と
か
窺
わ
れ
る
。

　

透
析
日
に
関
し
て
は
、
回
答
八
十
】
施
は
中
、

辺
六
川
つ
ま
り
‐
曜
口
以
外
毎
日
行
な
っ
て
い
る

所
が
三
十
九
施
設
（
四
十
八
・
一
％
）
と
約
半
数

を
占
め
て
い
る
。
つ
い
で
日
を
決
め
て
週
三
回
、

　

（
月
・
水
・
金
あ
る
い
は
火
・
木
・
土
）
と
い
う

所
か
二
十
三
拙
設
（
ニ
ト
八
・
四
％
）
で
あ
っ
な

　

透
析
時
川
に
関
し
て
は
、
想
嗇
の
状
態
に
よ
っ

て
適
宜
加
沁
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
様
に
綸
ず

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
も
あ
れ
甲
均
透
析
時
間

を
調
査
し
た
結
米
で
峡
迎
二
回
と
い
う
施
設
で

は
平
均
一
Ｔ
Ｏ
時
叫
週
三
回
と
い
う
施
設
で

は
平
均
一
五
・
四
心
川
で
あ
っ
た
。

　

透
析
忠
番
の
う
ち
無
腎
患
片
は
五
名
お
り
£
:

移
植
希
９
嗇
は
前
回
調
轟
時
の
四
〇
七
名
に
対
し

今
回
は
四
九
七
名
と
、
九
十
名
川
え
た
。

　

幔
性
透
析
の
真
の
目
的
は
忠
者
の
完
全
社
企
復

帰
で
あ
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
か
、
現
在
本
道

に
お
け
る
透
析
忠
嗇
の
社
企
復
川
牟
を
み
て
み
る

と
表
七
に
示
す
よ
う
に
。
週
囚
日
以
Ｌ
労
働
に
従

嘔
し
て
い
る
も
の
（
完
全
筏
川
例
）
は
Ｉ
、
〇
六

　
　

●

．
ｈ
例
（
う
ち
主
婦
三
一
三
例
）
で
、
週
二
上
言

労
蜘
に
従
事
し
て
い
る
も
の
（
不
完
全
復
川
例
）

は
三
四
〇
例
（
う
ち
主
婦
一
〇
九
例
）
で
あ
る
。

杜
会
復
川
不
能
な
も
の
は
五
七
四
例
お
り
、
そ
の

迎
由
と
し
て
は
、
表
八
に
示
す
よ
う
に
完
を
解
答

一
六
六
中
入
院
し
て
い
る
た
め
と
答
え
た
も
の
が

四
十
几
例
（
二
十
九
・
。
血
％
）
、
つ
い
で
働
け
る

職
が
な
い
が
三
十
ヒ
例
（
二
十
二
・
三
％
）
、
巾

瑞
な
た
め
か
ニ
ト
八
名
（
一
六
・
九
％
）
、
働
く

意
欲
が
な
い
が
二
十
六
名
二
五
・
七
％
）
。
地

侃
的
条
件
が
悪
い
た
め
か
Ｉ
〇
例
｛
六
・
〇
％
｝
、

そ
心
他
一
六
名
（
九
・
六
％
）
で
あ
っ
た
。
そ
ら

他
の
中
に
は
臨
齢
で
あ
る
た
め
ま
た
は
全
肖
で
あ

る
た
め
、
精
神
薄
弱
で
あ
る
た
め
、
主
婦
業
に
従

弘
に
し
て
い
る
と
い
う
理
由
の
も
の
も
あ
っ
た
。
透

析
施
設
か
増
え
て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

地
理
的
条
件
か
悪
く
て
杜
公
復
帰
で
き
な
い
も
心

が
吋
回
調
査
時
の
〇
・
六
％
か
ら
六
・
〇
％
に
激

川
す
る
柚
米
を
み
た
。
社
公
復
川
し
た
い
が
働
け

る
職
か
な
い
と
い
っ
た
も
の
か
タ
回
は
二
二
・
三

％
と
佳
か
な
が
ら
減
少
し
て
い
る
。
透
析
忠
者
心

受
け
容
れ
に
対
す
る
杜
会
の
認
識
が
徐
々
に
深
ま

っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
心
で
あ
ろ
う
。

い
っ
ぽ
う
忠
肴
が
働
く
意
欲
を
失
っ
て
い
る
た
め

と
す
る
川
答
は
年
々
増
加
し
て
き
て
お
り
、
今
回

心
調
査
で
も
二
十
六
名
と
前
回
よ
り
】
○
名
も
川

加
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
な
お
一
層
透
析
忠
行
に
対

す
る
関
係
も
励
や
社
会
全
休
か
ら
の
理
解
と
協
力

喪７社会復帰

昭和57年

’｜

1｡065例

(S3.8%)

　

340

(17.2)

　

574

(2S1.0)
-

昭和5j年
-

　

78m

(56.5%)

　

237

(17.0)

　

371

(26.5)
－

昭和48年

　

昭和50年
-
I07fflJ

　　

218例

(33.9?^) (45.8%)

55

　　　

76

(17.･■I] (lG.O)

154

　　　

182

(-18.7) (38.2)

...

　

週４日以上勤務又は

元全lii 30時間の労剽)

不'‘Km
20 iffri勤務又は

　

7゛゜週20吽問の労剽
)

　　

不

　　　

能

が
得
ら
れ
る
よ
う
。
ま
た
治
療
の
面
で
は
患
軒
の

旁
働
意
欲
を
火
わ
せ
な
い
よ
う
な
方
向
で
各
施
設

と
も
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

痛
心
>
!
＼
J
せ
ら
れ
る
。

七
、
透
析
従
事
者

　

本
辻
に
お
け
る
透
析
従
唇
冊
数
は
、
去
九
に
示

す
よ
う
に
総
斂
一
、
一
五
五
名
で
、
医
師
、
技
士

表８社企似川を不能にしている主なる理巾
表９透析従事者数

昭和57年昭和5･1年
叶

3片（19.4％）2卵,Ｔ而二戸町

f2ii.r))

( 6.1 )

(22.31

(15.7)

C 9.剛

･19(31.3)5Q

0｡6）

６

(2;i.i)

(10.0)

(15.li)

37

16

25

爪篤なため

入院しているため

地Ji的条件か悪い

伊りらける職かない

痢らく意欲かない

その他

341

-
８０1

その他

-

　

8
-
＿3０

　

97

　　　

-

医師技士石'直持・

136

203

-
478

270593

13

-
30

-
99

-
125

64

-
78

-
127

昭和48年

‾i画面蓼

-

昭和54年
両所蓼

17 －
-



看
護
婦
、
そ
の
他
、
の
す
べ
て
が
前
川
調
炎
時
よ

り
大
幅
に
川
加
し
て
い
る
。
医
師
は
一
六
七
名
と

な
り
「
三
倍
に
増
え
た
が
、
患
者
数
も
Ｔ
三

倍
に
増
え
て
お
り
。
引
き
っ
づ
き
今
後
の
従
事
医

師
養
成
が
5
i
ま
れ
る
。

　

看
護
婦
と
と
も
に
透
哲
…
療
心
重
要
な
役
制
を

担
っ
て
い
る
透
析
技
士
も
町
回
の
九
几
名
か
ら
一

二
五
名
と
ほ
ぽ
Ｔ
三
倍
に
川
加
し
た
。

　

透
析
従
事
看
駿
婦
数
は
前
回
の
四
七
八
名
か
ら

五
九
三
名
に
増
え
た
が
そ
の
増
加
率
は
「
二
倍

強
で
患
者
の
川
加
度
を
や
や
下
廻
っ
た
。

　

そ
２

師
（
九
八
名
）
。
ヶ
Ｉ
ス
ワ
ー
カ
ー
等
、
い
ず
れ

も
著
明
な
川
加
を
示
し
前
回
調
企
時
の
三
倍
近
く

に
な
っ
た
。
専
門
の
透
析
施
設
で
は
こ
れ
ら
の
布

責
格
者
を
お
く
こ
と
が
今
や
常
識
に
な
っ
て
き
た

と
い
え
る
。

　

透
析
従
事
者
心
仕
小
心
内
容
は
甕
諾
性
格
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
医
師
の
仕
嘔
は
シ
ャ

ン
ト
の
造
設
か
ら
回
略
２

の
指
示
、
透
析
液
四
処
方
、
透
析
プ
口
グ
ラ
ふ
心

作
成
、
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
の
措
定
、
投
薬
処
方
や

食
小
竹
理
、
看
護
婦
教
程
患
肴
お
よ
び
患
者
家

放
の
生
活
指
４
７
甚
だ
多
岐
に
わ
た
る
が
、
治
療

の
最
終
資
任
者
で
あ
り
、
想
噺
竹
理
の
す
べ
て
の

而
に
か
か
わ
る
の
は
む
し
ろ
当
然
で
も
あ
る
。

　

技
上
の
仕
恥
と
し
て
は
主
と
し
て
ｓ
臓
器
ｎ
の

保
守
、
点
検
、
９
備
。
透
析
液
の
作
製
、
透
析
町

の
準
仰
等
で
あ
り
、
器
械
の
修
理
も
お
こ
な
っ
て

い
る
。
検
査
技
師
が
技
士
の
仕
事
を
兼
ね
て
い
る

あ
る
い
は
透
析
技
士
が
検
査
の
業
務
を
兼
ね
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
。
薬
品
や
医
療
材
料
の
管
理
面

で
直
接
的
な
穴
任
肴
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

　

看
４
同
心
仕
事
は
透
析
町
心
岫
小
備
か
ら
透
析

後
心
後
片
づ
け
ま
で
幅
広
く
関
与
し
て
い
る
か
、

や
は
り
透
析
中
の
忠
者
i
ｓ
視
と
そ
の
看
護
が
主
な

奥
務
で
あ
る
。
施
設
に
よ
っ
て
は
透
析
中
四
血
圧

洲
定
を
は
じ
め
、
患
者
の
状
態
変
化
の
チ
こ
ク

や
そ
れ
ら
の
経
遇
観
察
、
記
録
、
計
Ｓ
の
調
ｇ
、

忠
嗇
心
良
弘
や
身
？

管
理
、
洗
浄
、
消
心
、
盤
理
等
。
ま
た
医
師
の
納

助
や
時
に
は
手
術
（
シ
ャ
ン
ト
造
設
等
）
の
介
助

か
ら
、
透
析
後
の
石
護
而
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
。
山
に
関
与
し
て
い
る
。
慢
性
透
析
と
い
っ
た

特
殊
状
態
下
の
患
肴
の
心
理
而
に
お
よ
ぽ
す
看
護

の
影
響
力
は
忠
者
と
の
接
触
時
川
か
長
い
だ
け
に

は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
き

わ
め
て
爪
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

八
、
透
析
施
股
に
お
け
る
問
題
点
と
エ
夫
点

　

問
題
点
あ
る
い
は
困
っ
て
い
る
点
と
し
て
は
医

療
ス
タ
ヴ
フ
、
呼
門
的
ス
タ
ヴ
フ
の
不
足
を
あ
げ

て
い
る
と
こ
ろ
が
八
施
設
と
も
っ
と
も
多
く
、
看

護
婦
の
不
足
お
よ
び
冊
護
婦
の
交
代
が
頻
繁
で
あ

る
こ
と
も
大
き
な
川
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他

休
日
透
析
時
心
人
員
不
足
や
透
析
室
か
せ
ま
い
、

ベ
ヴ
ド
数
に
余
裕
が
な
い
、
透
析
施
設
で
あ
る
斤

の
標
榜
が
で
き
な
い
た
め
患
者
か
戸
感
う
、
企
業

　
　

ｅ

体
病
院
に
お
け
る
設
備
投
資
。
面
の
不
足
、
患
古
の

社
企
復
帰
の
遅
れ
、
患
者
か
商
齢
で
あ
る
場
合
の

合
併
症
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

四
施
般
で
多
く
の
間
題
点
と
悩
み
を
も
っ
て
い
る

様
子
が
窺
え
た
。

　

み
施
設
に
お
け
る
透
析
治
療
、
忠
者
管
理
而
で

四
工
夫
点
と
し
て
は
、
折
々
（
週
一
回
な
ど
）
検

Ｉ
会
や
勉
強
会
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
透
析
間

超
点
の
筏
習
や
確
認
を
す
る
。
十
分
な
食
恥
、
栄

養
指
辱
を
す
る
。
患
者
と
登

て
い
る
。
毎
月
全
患
者
心
体
重
川
加
率
を
去
示
す

る
。
な
ど
各
施
設
と
も
独
自
の
工
夫
を
こ
ら
し
て

い
る
。

九
、
Ｘ
症
合
併
保
有
率

　

重
m
の
判
定
自
身
に
も
間
題
は
あ
る
が
、
重

症
合
併
症
保
有
心
者
に
っ
い
て
は
一
九
三
名
の
剛

答
か
あ
り
、
も
っ
と
も
多
い
ｓ
は
高
血
圧
ご
二

七
名
、
つ
い
で
糖
尿
病
一
〇
四
名
、
悪
性
腫
４
一

八
名
、
重
症
感
染
一
三
名
、
そ
の
他
六
十
五
名
と

な
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
泄
去
二
年
川
に
お
け
る
死
亡
忠
者
数

は
三
二
七
名
で
、
そ
の
死
因
と
し
て
も
っ
と
も
多

い
の
は
心
不
全
三
ト
名
で
、
つ
い
で
脳
山
血
・
脳

血
管
障
占
の
二
十
一
名
、
悪
性
肌
４
・
悪
准
質
一

八
名
、
消
化
竹
出
血
ヒ
名
、
心
肪
梗
塞
六
名
、
肺

水
腫
四
名
、
糖
以
病
四
名
の
川
と
な
っ
て
い
る
。

一
〇
、
北
海
遭
人
工
透
析
研
究
会
に
対
す
る
憲
見

　
　

な
ど

　

今
回
の
調
査
で
は
北
沁
道
人
工
透
析
研
究
企
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

対
す
る
希
?
？
や
進
見
も
多
く
、
余
り
に
も
人
数
が

川
加
し
て
き
た
心
で
医
師
の
み
の
独
立
し
た
会
を

つ
く
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
や
。
い
っ
ぼ

う
看
凌
婦
、
技
士
な
ど
か
ら
は
会
に
山
席
し
た
か

内
容
が
鵬
度
で
現
解
で
き
な
い
た
め
看
直
婦
、
技

士
の
た
め
の
勉
強
会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ

た
希
望
も
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
穴

の
福
利
厚
生
而
緊

析
峙
間
紅
縮
の
研
允
を
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
意

見
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　

透
析
柚
療
で
は
治
療
に
携
る
す
べ
て
の
従
嘔
お

心
総
合
力
が
透
析
技
術
。
ひ
い
て
は
透
析
効
米
心

向
上
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
認
識
が
大
い
に
商
ま
っ
て
透
析
研
允
会
に
お
け

る
透
析
技
士
や
４
護
婦
の
活
動
が
最
近
と
み
に
活

発
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　

以
ヒ
北
心
道
に
お
け
る
透
析
治
療
心
現
況
に
つ

い
て
報
嗇
し
侃
腎
不
全
に
対
す
る
透
析
療
法
の

普
及
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
り
、
本
道
に
お
い
て

は
現
在
八
十
五
池
設
を
数
え
、
二
。
０
０
０
名
を

超
え
る
忠
者
が
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
。
心
者

歓
は
な
お
川
加
２

在
や
ス
タ
ｙ
フ
心
教
が
、
技
術
㈲
で
２

問
題
も
多
い
か
、
透
析
治
療
の
究
甑
的
目
標
は
患

奢
の
尤
全
社
会
復
川
で
あ
り
、
沁
療
す
る
側
に
と

っ
て
は
、
よ
り
よ
い
透
析
技
術
を
提
供
す
る
た
め

の
絶
え
ざ
る
研
允
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
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フ
ロ
ツ
９
便
り

札
幌
ブ
ロ
ッ
ク

札
幌
腎
友
会
再
建
総
会
開
く

　

~
1
る
四
Ｈ
ト
目
、
札
帆
巾
教
育
公
館
に
め
い
て

ぷ
八
川
札
帆
町
欠
応
川
総
会
が
八
卜
名
余
り
ｓ

＜
-
＼
:
：
を
Ｉ
｀
め
、
間
催
>
.
＼
'
れ
谷
道
-
■
･
V
人
の
患
な
八

．
｛
‥
ち
を
打
す
る
札
帆
ブ
ロ
■
s
＾
Ｓ
■
５
心
を
は
か

っ
た
．
ま
Ｉ
川
人
．
・
　
　
に
あ
た
り
鈴
木
I
-
"

'
■
I
-
.
―
.
．

　

．
叫
療
、
．
Ｍ
柚
を
収
り
を
く
柚
勢
が
瞰
し
さ
を
川

し
、
と
人
医
療
制
心
の
実
柚
口
火
は
透
析
心
者
心

卜
療
費
へ
の
締
め
っ
け
が
必
ず
や
c
て
水
戸
と

危
機
心
を
．
７
ぺ
よ
り
い
ご
て
っ
忠
行
会
の
組
織

泣
化
と
団
柚
が
必
i
V
で
あ
戸
と
あ
い
さ
つ
力
あ

~j
た

　

つ
づ
い
て
来
賓
と
し
て
立
っ
た
盾
町
協
公
に
で

あ
り
、
令
腎
ほ
の
剛
会
」
を
さ
れ
て
い
る
渡
梗
医

腕
心
じ
崎
氏
が
、
全
国
四
厳
し
い
状
況
を
麗
明
、

小
著
川
加
に
よ
る
透
析
施
廠
の
不
足
川
鯛
臨
川

で
審
虚
の
対
象
と
な
っ
て
い
ろ
医
療
費
ｓ
e
i
i
;
:
　
　

部
負
担
や
現
な
償
還
制
座
ｓ
間
題
等
、
ト
年
前
ｓ

れ
ば
い
け
な
い
と
指
摘
し
ぺ

　

総
<
'
-
＼
は
次
Ｉ
に
心
Ｊ
と
り
、
．
ｈ
卜
し
～
厦
Ｊ
…
勣

恒
七
‥
、
公
計
帯
ｔ
‥
と
す
中
元
心
動
樅
心
‥
の
中
で

ｎ
ぷ
す
べ
き
八
は
、
現
火
を
蹟
ｋ
べ
多
人
な
ぼ

響
を
４
　
ん
だ
賢
提
供
片
ひ
以
拡
人
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
結
哭
帯
祝
初
の
心
廠
会
へ
？
ハ
．
項
目
'
Ｉ
Ｗ
Ｘ

名
迦
動
か
火
を
結
ぴ
～
八
・
．
～
じ
付
で
遣
４
公

で
侭
択
i
i
j
れ
た
‘
″
か
恒
ｔ
‥
さ
れ
侃

　

．
』
ト
八
年
度
i
l
T
"-

'̂
-
^
針
心
中
で
特
記
す
べ
き
収

は
．
小
．
者
心
糾
政
率
が
企
遣
ブ
乙
ク
の
I
:
i
-
=
i
と

の
Ｊ
Ｊ
に
一
ら
、
公
Ｕ
拡
人
迦
釦
と
糾
織
強
化
を

皿
占
に
掲
げ
．
リ
ハ
ン
ク
の
い
川
司
法
を
目
指
し
、

巾
議
会
へ
心
呻
情
運
動
を
す
中
め
る
と
い
う
占
で

あ
る
ご
Ｉ
れ
は
、
腎
侈
佃
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ

て
も
現
が
北
血
道
に
は
ご
哨
末
隨
か
な
く
何
穴

力
も
な
い
肌
状
で
．
ｙ
川
に
腎
バ
ン
ク
を
設
を
し

て
オ
ー
こ
フ
イ
、
Ｊ
の
仲
川
人
り
を
眼
す
■
Ｊ
に
嶮
に
‐

昭
甲
叶
代
へ
辿
厦
り
す
る
卜
四
な
い
様
、
心
片
個

　

的
が
あ
ろ
。
総
会
は
新
没
‐
を
選
出
し
晰
た
に
Ｉ
・
。

々
か
し
こ

削
八
．
・
］
病
院
か
ら
一
一
ト
名
人
公
し
た
卜
を
眼
悍
し
終

｜

．
！
し
た
。

　

ｙ
陥
か
ら
は
‐
川
４
演
に
う
つ
り
：
白
名
余
り

S
i
*
:
'
加
打
の
も
と
札
帆
北
ク
リ
ニ
。
ク
院
輿
’
忠

出
■
＜
―
と
、
ソ

＼
*
'
ル
ワ
Ｆ
カ
ー
の
諸
水
乱
兄

巾
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
。

　

今
定
生
は
'
■
Ｊ
Λ
Ｐ
Ｄ
”
に
っ
い
て
弓
ワ
イ
ド

や
ビ
デ
オ
を
J
4
J
じ
え
Ｉ
Ｌ
い
説
明
を
さ
れ
、
透
析

と
Ｃ
Λ
Ｐ
‐
の
デ
ー
タ
ー
Ｌ
の
違
い
、
ト
ラ
ベ
ノ

ー
ル
ぢ
八
と
テ
几
モ
万
八
の
心
い
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の

こ
れ
か
・
回
心
問
、
ａ
八
～
、
似
々
な
角
度
か
ら
デ
ー

タ
ー
を
も
と
に
説
明
さ
れ
、
透
晰
心
i
;
:
を
べ
ｙ
ド

ふ

溝ｎ
。
’
り

た

　

Ｑ

　

乱
水
た
生
は
万
障
の
に
療
と
福
吐
し
一
題
し

ｋ
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
Ｅ
の
な
川
か
■
-
.
'
■
S
I

-
i
S
デ
ー
タ
ー
を
炳
に
医
療
力
進
」
に
け
う
ず
均

r
-
'
=
-
の
延
び
や
叱
亡
衝
心
帆
．
ト
、
疋
そ
れ
に
伴
う

に
療
叫
ｓ
の
び
ほ
ど
を
説
叫
V
j
れ
、
弟
勃
に
っ
い

て
も
び
～
～
分
と
出
足
～
勃
々
ｔ
い
と
加
人
以
況

埓
求
ｓ
ｓ
.
？
^
な
ど
．
柚
晴
川
な
か
ら
詳
し
く
麗
川

～
几
た
．

　

会
場
の
外
で
は
健
ぶ
食
‥
】
や
減
塩
食
品
、
サ
ウ

ナ
な
ど
ｓ
ｓ
小
も
あ
り
八
^
＝
;
ｓ
関
心
を
叶
ん
で
ぃ

か
』
い
解
放
し
吐
会
削
帰
を
ｋ
り
完
全
に
近
一
い
状
態

　
　

た

に
Ｉ
せ
て
く
れ
る
Ｃ
Λ
Ｐ
Ｄ
と
．
『
ｙ

室
蘭
ブ
ロ
ッ
ク

「
道
腎
移
植
を
す
す
め
る
会
」

　
　

登
別
市
に
初
の
支
部
結
成

　
　
　
　
　
　

登
別
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

ぴ
刈
中
火
ラ
イ
オ
ン
で
ク
ラ
ブ
泌
瀬
政
汝
公

号
で
は
。
昨
年
秋
の
削
設
以
来
進
め
て
い
た
町

臓
移
植
椎
直
島
託
ぶ
」
允
吠
的
に
解
川
し
、
。
折
た

に
。
北
血
遺
町
移
植
を
す
す
め
る
公
」
Ｉ
別
-
■
i
'
＾

と
し
て
運
助
を
屁
間
し
て
い
る
。

　

へ
’
川
衣
什
え
を
し
た
り

を
希
望
し
な
が
ら
献
臓
s
:
:
が
少
な
い
た
め
に
闘
病

を
続
け
て
い
る
忠
片
が
多
く
、
昨
年
は
‐
鋼
記
念

あ
り
回
ク
ラ
ブ
で
は
設
ｓ
:
の
一
人
行
卜
と
し
て
、

移
送
に
柚
ら
ず
「
我
々
の
Ｆ
で
Ｉ
」
を
キ
～

チ
フ
レ
ー
で
に
、
北
人
医
学
沁
泌
以
＾
'
■
i
-
教
室
に

収
務
局
が
あ
る
北
海
遺
賢
侈
植
を
す
す
め
る
会
と

連
班
を
・
収
り
、
支
部
糾
織
と
し
て
運
動
の
輸
を
広

げ
る
の
か
ね
ら
い
で
、
道
内
で
は
初
め
て
の
I
^
(
^
2

■
K
?
成
な
一
つ
侃

　

尚
、
問
リ
．
ト
三
‐
堤
在
ま
で
ｓ
献
l
-
v
.
-
;
w
.
＊
-

病
院
で
Ｕ
ｓ
町
心
移
送
侈
佃
に
成
功
し
た
こ
と
も

　
　

は
ぐ
Ａ
人
一
同
ク
ラ
ブ
ノ
ン
バ
上
一
ト
三
人
．
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大
人
し
人
で
鮮
．
Ｔ
三
人
）
が
ａ
Ｕ
し
て
い
る

　

支
沁
収
務
り
は
回
ラ
イ
オ
ン
．
人
ク
ラ
ブ
の
■
＞
務

口
扉
別
占
中
火
町
ｈ
Ｆ
目
、
水
ロ
ピ
ル
「
階
、

道
南
ブ
ロ
ッ
ク

心
話
Ｏ
一
四
・
．

べ

八
一
八
～
Ｕ
Ｏ
八
し
Ｉ

十
年
透
析
一
一
氏
表
彰

,IL
怒

[/I.

し

道
南
腎
患
者
連
絡
協
総
会

　

心
雨
町
臓
病
忠
i
c
:
連
徐
協
議
公
器
一
．
ｋ
れ
ほ
三

士
で
は
、
昭
和
託
ト
八
乍
度
総
会
を
問
川
ト
じ

‐
ト
時
ｔ
ｋ
り
で
山
館
直
心
の
川
観
光
ホ
テ
ル
」

r４

カ

ｔ
ふ
丿

¶－

お
い
て
、
公

た

ｕ
八
１
　
名
が
山
席
し
て
Ｉ
汀
な
わ
れ

　

誓
．
’
一
は
■
'
-
＾
の
些
地
力
選
や
で
椎
せ
ん
似
岫

と
し
て
支
援
Ｌ
、
当
世
し
た
μ
ツ
卒
柚
所
鴨
の
私

ロ
浦
‥

公
ぶ
‐
を
求
賓
に
・
回
一
之
、
活
動
根
‥
、
決
豚
里
‥

か
な
さ
れ
、
次
い
で
、
Ｉ
願
Ｋ
*
c
;
迦
動
、
カ
ー
二

運
動
、
腎
提
削
キ
ャ
ン
ペ
１
ン
、
腎
臓
ｆ
防
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
し
ゐ
咽
年
度
活
動
計
画
が
審
ぶ
ご
れ

in

れ

に
と
も
な
う
ｆ
介
案
な
ど
、
い
べ
れ
も
川
余

　

ま
た
、
推
余
で
は
ご
折
を
ト
年
迎
え
ら
れ
た

公
ｕ
を
八
彭
し
て
お
り
■
ｖ
-
i
i
r
は
‐
川
三
■
＼
氏
一
池

辺
泌
尿
-
＼
L
.
巾
院
)
'
小
休
緊
氏
而
町
谷
医
院
。
」

の
二
氏
が
ト
叫
川
心
闘
病
Ｎ
-
s
"
-
v
に
封
し
、
λ
彰

さ
れ
た
。

　

姐
巾
ブ
已
ク
は
、
令
心
に
さ
き
力
け
て
。
‥
。

く
紋
服
運
動
を
進
め
て
人
き
な
ｖ
ｓ
:
を
よ
ん
た
活

宛
な
運
動
を
し
て
お
り
、
ぺ
″
隋
？
四
動
が
川
じ
ヽ
』

1!

釧
路
ブ
ロ
ッ
ク

顧
問
伊
藤
氏
ト
ッ
プ
当
選
／

　

囚
月
ト
‐
実
施
さ
れ
た
道
徳
。
沁
草
に
お
い
て

糾
跡
地
万
腎
友
今
一
顧
川
の
附
４
八
一
氏
は
、
問
人

区
定
Ｕ
の
処
、
じ
人
の
も
候
補
心
中
か
ら
、
み
ご

と
ト
>
ブ
当
ぼ
一
を
恥
し
た
。
こ
れ
も
伊
藤
氏
の
二

川
の
実
柚
と
人
柚
が
．
Ｉ
川
さ
れ
た
ら
い
と
思
い
た

す
。

　

心
恥
は
次
の
通
り
で
す

道
議
選
釧
路
市
部

当
Ξ
ニ
、
二
九
二
伊
藤

当
三
、
八
四
四
岩
崎

当
二
〇
、
一
〇
五
綿
ｎ

（
四
－
７
）

武
一
ふ
萌

守
1
1
1
″
社
会

健
輔
石
民

現

-J

現

－
折

当
一
七
、
八
五
五
谷
川
英
雅
社
会
哲

次
一
七
．
０
＝
三
滝
沢

　

勉
ｙ
目
尺
愚

　

⊇
、
＝
Ξ
五
張
江
悌
治
飛
所
極
沁
．
一

　
　

八
、
二
＝
一
一
畑
佐
美
好
屁
産
．
凹

ま
ぺ
川
■
ｃ

―
^
卜
八
ｔ
度
９
　
分
り
Ｇ
．

川

川

什

の

ﾆｆ

懸
命
で
・

　

四
川

l-一

‘
心
し
、
一
～
’

．
心
で
'
　
r
^
:
:
:
:
は
総
(
.
1
'
~
-

･
･
j
利
作
り
に

．
『
．
に
は
岬
^
ｒ
'
＼
■
^
を
聞
き
こ
ｗ
料
を
検

沁
に
二
ア
品
進
で
き
る
、
実
り

の
あ
る
余
に
し
て
‐
き
た
い
と
努
勾
し
て
お
り
ｔ

「
全
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
開
催

［
丿
年
度
活
動
を
総
括

　
　

5
8
年
度
方
針
を
討
議

　

～
．
川
川
竹
さ
れ
ろ
運
営
鳶
Ｕ
．
各
ブ
「
ク

幹
～
に
ょ
る
公
λ
が
二
川
ト
ス

　

ト
三
‐
両
目
、

札
帆
巾
？
心
げ
玖
Ｍ
公
館
に
い
て
開
か
れ
侃

　

切
‐
の
公
議
に
は
く
卜
余
々
い
か
出
席
ぷ
プ
ロ

．
ク
心
活
動
樅
ｔ
‥
か
な
Ｉ
れ
た
ｈ
包
琵
余
以
降
ｓ

迷
宮
勾
Ｕ
企
の
き
虚
内
Ｗ
か
恨
Ｅ
‥
さ
れ
た
。
Ｌ
な
も

の
は
、
初
の
地
虚
べ
．
ぶ
卯

ぶ
ト
ニ
川
を
散

え
f
O
国
分
…
．
顎
肖
お
運
動
ご
‥
提
供
ひ
以
で
ご

ベ
ー
ン
と
献
Ⅲ
運
動
、
旨
川
公
‐
川
の
実
地
川
題
、

臨
調
冷
申
に
ｙ
雄
費
仰
川
Ｉ
に
吋
ｔ
る
．
」
‐
運
動

｛
目
侈
Ｕ
休
川
ｓ
根
進
な
ど
か
Ｓ
r
I
V
j
れ
･
~
'
i
ｙ
｡

れ
Ｉ

　

■
H
i
た
組
飛
川
此
か
根
‥
さ
れ
、

’
Ｈ
の
<
!
■
■
!
＝
:
ｉ
　
■
　
＾
-
>
c
を
究
威
し
、

ｊ
四
ｊ

皿
几
名
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１
『

↑
－
¶

と
な
っ
た
．

　

･
<
!
い
で
Ｉ
飛
μ
項
に
■
＜
り
、
ぺ
’
年
度
２

係
心
議
題
に
作
り
、
誓
疸
出
”
案
を
審
≪
■
刈

ペ
ー
ジ
川
載
の
通
り
、
活
動
摂
．
１
１
、
会
計
根
‥
、

５
８
年
度
心
活
動
な
針
、
予
弥
、
規
約
改
几
さ
ら

に
旅
費
川
七
会
計
処
堤
規
定
が
新
た
に
詞
定
す
る

こ
と
に
な
り
、
‐
．
ハ
休
案
を
審
>
＜
'
　
-
Ｈ
＾
に
や
祐
局

休
制
の
確
一

Ｌ
｀
ｔ

物
:
§
Ｓ
:
＾
Ｓ
促
皿
な
ど
が
決
め
ら

　

一
一
‐
間
に
わ
た
る
会
議
を
恥
了
し
た
。

八
は
い
づ
れ
-
Ｊ

■
'
に
川
ぽ
さ
れ
る
総
会

に
お
い
て
審
議
Ｖ
/
れ
、
本
企
の
坊
本
的
な
巡
動
の

根
幹
に
な
る
も
の
だ
け
に
．
＆
幹
心
″
の
熱
心
な
Ｉ

議
か
続
き
、
二
‐
‐
の
叫
川
終
了
ま
で
、
令
幹
卜

に
よ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
ぺ

国●
会
請
願
に
参
加
し
て

殖
町
協
副
会
艮
上

　

田

　

小
．
巾
の
峰
ろ
↓
汀
．
．
‐
、
企
川
心
仲
川
．
一
〇
］

々
い
以
Ｌ
が
東
衣
の
火
議
眺
槐
こ
霞
口
公
岫
に
集
人
‥

し
、
今
～
度
の
・
‐
<
s
-
ｉ
Ｐ
」
を
実
地
し
ま
し
た

北
海
道
か
ら
は
函
Ｍ
の
Ｇ
原
＝
．
人
た
と
釧
路
心

Ｌ
川
か
ぢ
加
さ
せ
て
川
き
ま
し
べ

　

当
‐
の
価
吋
中
は
集
会
を
行
い
、
ｙ
唆
か
ら
は

各
県
叫
位
で
地
．
詣
川
企
議
ロ
に
へ
ａ
心
什
さ
ん

が
集
め
て
Ｆ
さ
・
・
．
だ
χ
私
簿
々
ｍ
佃
べ
の
依
柚
心

．
笥
。
ｍ
に
行
き
ま
し
べ

　

町
会
で
の
企
町
ほ
心
″
務
-
■
j
i
.

V
の
ぶ
し
と
し
て
、

？
川
で
ご
Ｉ
川
ロ
に
な
り
、
ぺ
’
迄
は
ほ
と
ん
ど
採

択
さ
れ
て
い
る
。
f
i
-
'
i
S
~
J
o
≫
i
:
S
-
j
i

.
"
5
"
(
H
-
に
廿
す

る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
．
田
立
サ
ク
ラ
と
同
川

弓
に
関
し
て
も
叶
年
は
採
択
さ
れ
て
い
る
が
、

現
尖
に
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
．
そ
れ
で
ぺ
’
乍
ぼ

も
;
;
*
.
座
ぶ
願
境
目
に
あ
げ
て
い
る
．

　

ま
た
、
へ
’
年
度
ぶ
順
の
収
が
‐
吟
は
「
町
侈
植

の
７
刈
確
ｙ
」
「
茫
夜
川
村
汐
と
し
て
収
糾
ｚ

で
行
き
た
い
．
．
と
の
謡
し
か
さ
れ
た
．

　

川
企
開
企
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
．
各
叱
の
川
公

議
Ｕ
が
激
励
に
見
え
ら
れ
、
皆
さ
ん
「
健
康
に
‘
冊

心
M
j
れ
頑
張
る
よ
う
」
吻
ま
さ
れ
ぺ

　

各
県
か
ら
の
実
情
樅
ｔ
‥
の
中
で
は
、

Ｓ

弘

「
「
．
」
崎
戸

　

①
・
・
仁
Ｉ
病
院
Ｃ
―
i
i
ｒ
Ｘ
-
"

'
■
■
1
病
院
に
穆
動
し

　
　

て
ぃ
今

ぺか

　

六
卜
几
才
以
卜
刀
人
は
透
析
を
さ
せ
な
い

皆
心
か
あ
Ｉ

　

心
町
片
病
院
が
川
設
さ
れ
な
い
。

　

①
が
良
患
れ
を
透
析
か
Ｉ
ら
は
す
し
て
い
ろ

「
北
海
道
」

　

ふ
病
院
へ
９
へ
院
患
れ
か
川
え
て
い
る
、

　

し
炳
院
心
地
収
飛
た
を
鷲

　

匹
・
病
眺
川
格
差
か
広
が
っ
て
い
る
。

「
収
収
祁
」

　

巾
人
学
ｙ
ｔ
片
諮

　

勿
‐
掃
休
に
ｔ
‥
酋
Ｍ
柚
泌
か
効
十
八
く
適
川
さ

　
　

れ
る
よ
う
に
し
て
に
し
い
。

「
川
似
県
」

　

①
町
移
植
を
実
咄
麗

　
　

ほ
し
い
。

　
　

″
垣
在
の
と
こ
ろ
川
国
と
北
海
道
が
腎
侈

　
　
　

柚
に
っ
い
て
は
空
自
地
皿
と
な
っ
て
い
る

。
群
馬
か

　

Ｉ
小
児
刀

ｉ
口
―

Ｘ

　

巾
・
町
バ
ン
ク
四
Ｐ
ｎ
を
ア
エ
ン
ク
堕
に
Ｐ

　
　

Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

デ
ィ
ハ
ン
グ
で
は
テ
レ
ビ
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

　
　
　

る
)

　

以
Ｌ
各
川
四
状
況
v
i
-
t
;
-
が
あ
り
ま
し
た
が
、
我

々
透
析
忠
片
に
と
っ
て
人
変
厳
し
い
状
況
に
お
か

れ
て
い
る
地
域
が
あ
る
ｔ
を
知
ら
さ
れ
よ
し
ぺ

　

ｙ
随
か
ら
は
心
内
一
三
四
八
八
名
分
の
Ｋ
*
:

川
砥
を
持
ち
」
、
脱
４
院
第
。
４
口
公
館
心
池
端

・
…
一
飛
ロ
と
参
議
泣
公
館
心
‐
馬
ぎ
ぼ
・
小
。
。
芯

白
．
ｒ
廠
ロ
に
ぷ
願
人
の
。
要
ぶ
に
出
向
き
ま
し
た
。

　

池
端
些
丿
‐
は
本
人
・
陥
ｔ
‥
馬
に
不
-
V
｡
で
■
"
(

・
９
い
出
水
な
か
っ
た
欠
対
川
・
小
i
l
-
;
'
＾
議
Ｕ
心

J
l
こ
ろ
に
は
消
口
本
人
は
あ
い
に
く
不
Ｉ
で
し
た

欠
９
　
収
‥
氏
に
丿
願
入
心
が
。
ｍ
を
し
．
Ｊ
解
を
得
て

頃
き
、
任
択
さ
れ
る
よ
う
お
町
…
い
を
し
て
き
ぺ

　

池
端
'

M
馬
Ｊ
Ｕ
は
現
配
心
杜
分
万
剛
鳶
口
会

｛
む
Ｈ
で
あ
り
、
小
笠
原
議
‥
‥
い
は
前
川
ま
で
心
桂

へ
Ｉ
労
働
鳶
｝
で
あ
;
^
-
ｒ

　

こ
心
挿
の
。
ｍ
町
は
ぺ
’
後
ら
行
な
わ
れ
る
か
、
地

。
心
で
の
国
会
議
‥
‥
ハ
さ
ん
へ
心
ア
タ
。
タ
か
必
。
要
で

あ
る
と
帆
で
感
じ
と
っ
て
き
た
。

　

｡
v
i
:
≪
£
;
;
＾
に
ア
タ
ご

を
川
し
、
各
議
Ｕ
宇
に
行
っ
て
も
そ
ｓ
地
。
区
四
人

川
を
Ｉ
細
に
川
こ
う
と
す
る
睡
勢
が
見
え
る
そ
う

で
す
。

　

各
腫
の
岫
願
は
‐
回
し
ヒ
心
う
の
て
、
直
町
協

と
し
て
も
今
後
心
消
願
活
Ｍ
.
に
つ
い
て
は
該
ｒ
-
s
Ｋ

･
:
！
≫
!
ん
に
是
非
ア
タ
。
ク
し
て
ほ
し
い
も
心
で
す
。
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○食後服用といわれたけど、

　

とれないの.グ

ぶS薬の適量を考える食後２錠

朝は牛乳一本しか

　　

病院で薬をもらう袋に。たいてい１日３同

　

食後30分と指示されていることが多いですね。

　

食後と､IFいてある。食欲がなくて少;､tしか食

　

べれない。又｡1時川がなくて牛乳１本がやっ

　

と、ということも多いようです。朝食はキチ

　

ンととって欲しいのですが、その時は、す孔

　

１本のあとに薬をのんでも＼,1＼,-.のです。

　

また、食111をキチンととっても食後30分など

　

待っている時川かないというときは食･11のす

　

ぐああと薬をのんでいただいてけっこうです。

　　

１ｒ］３回皿筏にのむということは、たいて

　

い１０３川一定の川附を置いて食･Jiをとると

　

いうことが前提になっています。ある一定の

　

時川をおき、その川隔を正確にして゛定期的｡

　

に薬をのむことが大切です。

@1 B 3回服用と書いてあるけど、サボッて１

　

回だけにしたら!?

　　

薬は１日３同。定期的にのむことで休内の

　

薬が持続的に効くようになっているのです。

　

難しくいえば「血中濃厦を一定にして敢小阻

　

止濃度を保つ」ことで、薬は［l的とする相ｆ

　

を徐々にやっつけてくれるのです。

○食後服用の薬を食前にのんだら？

　　

食･ji力り11の巾に入れば。川壁はぜん助し胃

　

酸の働きによって人まかにくだいて行きます。

　

食後、薬をのめば、食･卜にと川川まれながら

　

薬はゆったり俳けていきます。
１

　

しかし、空っぽの川の中にいきなり薬か飛

　

び込めば胃‘皿はモロに薬を溶かそうと活動開

　

始です。

　　

薬は個性を持っていて佛けてにしい時川と

　

場所があるのです。月的としないときと所で

　

溶けてもらっては困るのです。閥るのは薬だ

　

けでなく、胃のほうでも、いや。川のほうが

　

もっと附るのです。溶かすことが乍上命令の

　

川叩は、薬の高い濃度にヘキェキします。

　　

消炎、鎮痛剤や、風邪薬などは空っぽの川

　

にとっておりがたくない客であり。悠れる川

　

はふてくされて。川‘;y.に沁瘍をつくるおそれ

　

か多分にあるのです｡

○「何時間おき」はきちんとのませる？

　　

ＩＨ４～６回゛〇il.'fl:¶】おき服川｡と指示あ

　

るとき、時間厳守すべく、深夜、起こしてr-

　

佻に薬を飲ませるお母さんもおいでです。薬

　

の効米のために血中濃度を一定に持続させる

　

ことも必要ですが、子供にとって|峰眠の方が

　

ずっと大切です。夜麗る的にのませ、夜中に

　

日かさめたらのませて、さめなければ、仙起

　

きてから服川を。

　　

大変幽りますのは､薬の貸し借りですｊ＆者

　

個々の状態を診察の上で薬は配合されています

　

ので、貸し借りは危険です。

○お年寄りほど薬はたくさん必要は錯誤

　　

七化についてちょっと考えてみましょう。

　

人間の脳細胞は20才ぐらいから欠落し始める

　

といわれ、臓器についても20才がピークとい

　

う説かあります｡しかし、肝臓､腎臓､心臓など

　

その臓器別の老化峻。機能低下の差は実に同

　

一ではないのです。年令によって決めるのは

　

甦しいのです｡ただ､50 才をすぎると１年につ

　

きｌ％ずつ川;11･｡を少なくするとの考えもあり

　

ますか､これは大ざっぱな目安と考えます。

　　

特にお年寄りの叫合は、胃機能が低下して

　

いて薬の半減川が延びる特色かあります。こ

　

れは一般成人と同量の投薬は過剰だというこ

　

とです。お年寄りほど薬が沢山必要だという

　

ことはあやまりです。

○薬ってどうしてこんなにたくさんあるのかし

　

ら？

　　

薬は数多くのメーカーから多種の、症状を

　

ちらせる薬、発病原円を除去する薬、新陳代

　

謝の衰えを補う薬、休の働きを転化させるこ

　

とで､かえってうまく働かせる薬など多様です。

　　

それぞれの口的により、胃で溶ける薬、帖

　

で祐ける薬がありますか。いずれも口から入

　

り消化お吸収ののち肝臓で肝臓代謝を得て、

　

代謝を免れたものか、循輿血液中に入り、目

　

的個所でその効米を発抑します。

　　

口的佃所で十分、力を発抑するために薬は

　

いろいろの形態かとられています。粉末、瓢

　

粒などの改削。錠荊、糖衣錠、カプセル聖、

　

シロ　ップなどの水削、坐薬などです。

　　

いずれの薬も安全性。ｲ川丿性を備え、機能

　

をはたしているのです。
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=寄稿=

｢私と透析｣

重剛田中川郡当麻町

　

私
は
、
ト
ー
～
而
に
ｎ
ｔ
し
な
■
v
i
;

■
-
小
さ
な
．
Ｌ

揚
に
働
き
に
程
ン
ム
ま
し
た
「

　

そ
の
」
確
頭
沁
か
痛
く
す
ご
く
体
が
疲
れ
ろ

の
で
。
川
‥
」
ａ
療
所
に
行
っ
た
ら
、
岨
‐
が
で
て

い
る
と
光
生
に
。
。
Ｚ
れ
ま
Ｌ
侃

　

し
か
Ｌ
私
は
乱
に
し
な
い
で
ご
～
第
四
ｎ
ｙ

に
励
ん
で
い
ま
し
べ

　

昭
和
■

-
1
卜
年
一
行
突
然
、
休
が
ふ
ら
ふ
ら
す
る

の
で
、
旭
川
巾
立
病
院
心
柴
川
定
叱
に
見
て
も
ら

一
一
と

．
．
ｄ
わ

、
出
自
・
血
尿
も
少
し
山
て
い
る
と
光
生
に

れ
た
の
で
。
す
ぐ
人
院
し
ま
し
た
。
三
ヶ
川

川
Ｓ
ｉ
ｌ

ｔ
1
活
は
良
く
も
な
く
、
鯉
く
も
な
く
、

退
院
し
ま
し
て
．
そ
の
後
腱
ｔ
に
励
ん
だ
け
れ
ど

ら
調
了
が
悪
く
腱
ｔ
を
や
め
て
、
町
に
で
て
き
ま

し
た
．
木
村
会
社
に
勣
め
な
が
ら
慢
性
ｔ
＾
£
;
;
=

療
を
し
て
き
ま
し
た
か
．
昭
和
屁
ト
二
年
ト
月
に

充
生
帰

も
≒
た
ら
、
血
ｍ
と
、
町
機
能
が

悪
い
心
で
す
で
、
吋
人
院
し
ま
し
た
が
　
　
ヶ
月
川

闘
・
川
～
活
ブ
宍
て
も
町
佻
能
か
１
　
　
る
心
で
先
生

が
弘
の
病
院
に
は
透
析
施
ａ
な
い
の
で
．
衣
川
病

院
に
行
き
な
さ
い
と
．
い
い
ま
し
た
．

　

す
ぐ
に
私
は
．
s
-
川
病
院
に
い
き
ま
し
た
．
町
機

能
が
す
ご
く
悪
く
て
、
透
析
を
し
な
さ
い
と
．
１
１
わ

れ
ま
し
た
■
　
＾
o
-
i
.
-
f
｡
D
a
s
'
Ｖ
'
i
｡
'
た
か
、

す
る
と
職
盾
も
火
Ｌ
、
Ｉ
峡
む
上
活
が
…

匡
一
析
を

y1･

く

々
ろ
力
ら
≒
児
～
に
川
λ
し
た
紡
…
ｙ
透
析
を

す
る
ぞ
・
に
な
り
ま
し
侃
透
晰
万
初
川
は
色
々

な
症
以
も
出
ま
し
た
が
、
と
く
に
患
－
．
だ
の
は
．

肝
炎
で
し
た
Ｉ
べ
ヶ
‐
闘
人
院
し
て
八
く
４
　
Ｉ
い
て

泌し
て
き
て
い
ま
す
．

　

疋
．
社
会
復
川
も
色
々
ぐ
え
ま
し
た
が
．
私
に

向
く
仕
心
″
か
な
く
て
円
ご
ぐ
い
ま
し
ペ

　

ー
．
示
後
に
は
朝
夕
新
聞
配
達
し
て
い
ま
犬
巾

回ら
必
叱
で
頑
作
ｍ
つ
て
い
ま
す
．
透
析
万
‐
は
、
朝

四
吽
三
ト
分
に
起
床
し
て
、
朝
Ｍ
を
配
り
ま
す
、

そ
万
筏
に
．
Ｉ
心
″
を
し
て
お
此
丿
に
な
っ
て
い
る

病
院
に
向
っ
て
行
き
ま
す

　

そ
う
し
て
．
酢
と
え
る
心
ｒ
は
、
ぶ
族
心
収
、
休

の
卜
を
考
え
ま
す
二
恥
族
の
負
担
を
か
け
な
い
よ

う
に
出
水
る
仕
■
-
i
-
は
企
部
頑
作
｀
つ
て
や
り
ま
す
．

　

弘
心
よ
う
に
皆
様
万
口

よ
う
に
、
ｙ
川
検
査
ノ
り
川
治
療
を
、
お
町
い
申

し
Ｌ
げ
ま
す
、

一

一

一

－

良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
を
と
り
ま
し
よ
う

　

た
ん
ば
く
Ｕ
は
僥
Ｊ
で
プ
ロ
テ
ィ
ン
と
い
い
、

ぶ
淘
は
ギ
リ
ー
ン
ヤ
■
^
i
S
ブ
ロ
テ
ｆ
す
こ
に
し
い
ち

ば
ん
爪
な
な
も
の
”
と
い
う
意
昧
か
ふ
り
ま
恚

こ
の
。
‐
気
の
通
り
弘
た
ち
心
身
休
は
水
分
を
除
く

食品構成表｛どん乙･rtiii'iをた･れだけ食べた,･,良いでしｊ･い表１

食品お
数;lt

　g

カロ11－
舛　ａ

蛋内覧

　ｇ
脂ｎ
　ｇ

瞎貿

　ｇ

水分

　ｇ

宅　　　良 恥　　剋 600 870 １２、６ Ｉ．２ 1ﾘ5.0 390

天ぷらの衣など 小麦粉 15 53 １，２ ０．１ 11.･1 ２

おかず間食 V-　　町t 1開 82 １．９ ０．２ ]８､Ｄ 80

調　　　間

味

料　　　政

砂　　れ,'f 20 78 1ﾘ.8

粉あめ 50 188 ４８､５ り－

油脂咄 20 176 ０．２ 20.い

お　　　主

か　　　栗

　　　　　MI」

ず

　　　　　裴

豆腐類 10U 58 ６．０ ３．５ １．９ ８８

魚介哨 HHi １２Ｍ 2U、l ･1,0 凪３ 75

肉　　類 80 121 17.1 ５､７ 0,･1 53

卯 75 １１７ ９．６ ８,４ １ 56

緑鼓色野菜 100 32 ２．１ ０．３ ５．３ 90

その魁が野菜 1闇 23 ｌ．３ ０，１ ３．９ 91

す　　乳 】00 5り ２．り ３．３ ４．５ 88

恥　　物 5D 20 ０,４ ０．３ ８．６ 卯

計 2圓5 75.-1 ･17.1 317.7 い哨

23 －



と
ほ
と
ん
ど
た
ん
ぱ
く
ｎ
で
す
。

　

食
物
と
し
て
入
っ
て
き
た
た
ん
ば
く
．
ｎ
は
、
二

〇
挿
。
類
の
ア
ミ
ノ
酸
に
分
解
)
f
j
れ
、
細
咆
・
酵
素

ホ
ル
モ
ン
・
瓜
・
か
み
の
£
を
つ
く
る
も
と
、
つ

Ｉ
り
体
を
作
る
建
築
Ｈ
料
に
な
り
よ
犬
そ
し
て

毎
‐
少
し
づ
つ
分
解
さ
れ
、
尿
中
に
と
け
て
排
せ

表２

　

獣鳥肉類交換表

食品私 数　駁
　　ｇ

エネルギー

　Kcal

たんばく17

　　g

Ｋ

哺

水　分
　　ｇ

塩　分
　　ｇ

目安砥

豚　ら　も 80 126 16 180 56 ０ 薄切Fのひら1枚

豚　ひ　き 卯 238 16 280 55 ０

牛　も　も 80 127 16 290 57 ０

とりもも若泌 81） 1･16 16 凶） ５１ ０ 中１切

ロースハム 1闇 204 16 210 65 ２．３ 中５～６枚

ウインナ 120 365 １６ 170 67 ２．８ 中７～８本

表３

　

魚介類交換表

食，W1名
数　:il:
　　g

エネルギー
　Kcal

たんぱく買
　　ｇ

Ｋ

啄

水　分

　　ｇ

塩　分
　　ｇ

か　れ　い 110 １１２ 21 -ion 85 ０

た　　ら 130 91 21 560 108 ０

か　つ　お 80 1U3 21 330 56 ０

油　　子 110 123 21 410 84

叫　　舞 110 112 21 ･140 85 Ｏ

さ　ん　ま I00 240 21 1,m 62 ０

ほ　っ　け 130 151

一
167

22 490 l圓 ０

咀　　鮭 100 ２１ 330 70 ０

筋　　予 80 20O 21 130 36 ３．８

エ　　ピ 150 99 21 360 125

イ　　カ 1.旧 106 22 ４１０ 115 ０

タ　　コ 1圓 99 22 Z40 76 ０

ホ　タ　テ 150 116 21 470 120 ０

魚肉ｿーセージ 180
301 21 130 120 4.5

塩　ざ　け 90 133 21 360 Ｓ 7.4

つ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ん
ば
く
貿
が
良
ｎ
で
ほ
か
多
く
俘
ん
で
い
る

も
心
に
、
肉
‘
．
Ｋ
ｆ
・
魚
・
人
．
ｕ
・
緊
乳
が
あ
り

Ｅ
４
　
も
ち
ろ
ん
。
前
川
に
交
換
λ
を
ｔ
‥
き
ま
し

た
。
収
斂
・
小
友
扮
ご
．
ｒ
・
野
菜
・
曜
物
に
も
た

ん
ば
く
奴
は
あ
り
ま
す
か
、
ほ
が
少
な
く
、
か
つ

ｎ
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
ご
買
か
良
く
な
い
と
い
・
つ

の
は
、
弘
た
ち
の
休
を
つ
く
る
た
ん
ば
く
貿
（
ア

　

2
9;
ト
分
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
二
し
か
し
。
カ
ー
リ
ー
・
ビ
タ
ミ
ン
・
無
機

ｎ
か
ら
み
る
と
晦
‐
、
λ
１
の
食
品
を
分
辰
通
り

食
べ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ご

　

で
は
実
際
に
毎
‐
ど
ん
な
も
の
を
ど
れ
だ
け
食

べ
た
ら
い
い
の
か
を
八
ｌ
に
か
き
ま
し
た
。
今
川

は
、
蛋
自
質
の
‥
｀
か
多
く
賢
が
八
い
、
内
類
・
皿

介
川
・
人
豆
裂
岫
・
乳
川
り
兌
換
λ
を
、
作
り
ま

し
た
。

λ
几
加
1
1
　
‥
ｌ
に
は
塩
分
が
多
ｎ
れ
て
い
ま

人
三表４

　

大豆製品交換表

す
。

ス
ー
パ
ー
で
売
ニ
ム
る
お
魚
は
加
に
‥
‘

が
多
く
、
で
す
琳
・
刄
ま
摂
と
人

示
し
て
あ
っ
て
も
塩
分
は
多
い
心
で
な
る

べ
く
な
ら
．
ｔ
？

い
で
し
ょ
Ｉ
ま
た
冷
心
食
品
も
塩
分
を

食品私
数　1,t

　　g

エネルギー

　Kcal

たんぱく貨

　　ｇ

Ｋ

暉

水　分

　　ｇ

塩　分

　　ｇ
目安;,|:

もめんドーフ 90 70 ６ ８０ ７８

一

中ｉＴ

油　あ　げ 30 116 ６ 20 １３ ０ 小1吉枚一大１枚

生　あ　げ 60 91 ６ 70 46 中!vv

がんもどき 40 闘 ６ 30 25 ０

納　‘,.と 匍 8い ６ 2印 24 ０ ミニ奇包

凍り豆腐 12 6･1 ６ ４ １ ０ 中冊枚

刹1ごしり.腐 120 70 ６ 170 107 ０ 中そ丁

焼ド一フ 80 70 ６ 70 70 ０ 中キ丁

24 －
-



表５

　

乳頻交換表

　
　

た
ん
で
い
る
も
の
も
あ
り
ｋ
す
．

　
　
　

交
換
λ
の
数
は
．
は
．
あ
く
ま
で
も
食
べ

　
　

る
‥
．
｀
で
す
の
で
、
計
る
と
き
に
、
す
て
る

　
　

部
分
・
食
べ
な
い
部
分
四
分
Ｕ
を
々
慮
し

　
　

て
下
さ
い
丿
骨
や
ヒ
レ
な
ざ

た
ん
ば
く
貿
は
、
と
り
過
ぎ
る
と
町
臓
の
機
能

食品私
数　ｉ
　　ｇ

エネルギー

　Kcal
　たんぽ(□

ヱ

Ｋ

端

水　分

　　ｇ

塩　分

　　ｇ
目安;I;:

ｔ　　乳 100 59

-
150 89 小舎パ･･ク

プロセスチーズ 13 ･14 ３ Ｇ ０．５ 扇'Vi .J,個強

脱脂粉乳 １　９ 32 ３ 160 ０．３ ０ 大さし】告杯

高９ｱｲZ､クII-ﾑ 90 19G ３ 140 55 ０ 中ｙ個
無糖ヨーグルト l闇 60 ３ 140 88

加糖ヨーグルト 90 68 ３ 135 72
ｔ ｒｌふ　　　　ＷＩ

皿卵で｜日１個半
うすらの玉子で７～８俐に相当しまjし

F.了は、in 75 k

カjy

は
尿
の
中
に
排
せ
っ
で
き
ま
す
Ｉ

を
使
っ
て
：
ハ
ラ
エ
テ
ｆ
に
と

を
う
け
て
い
ろ
人
は
休
内
‥
に
洒
叫
に
吸
了

　
　

ん
Ｖ
~
＾
j
"
'

し
£
い
Ｉ
十
M
た
、
少
な
市
ｙ
』
る
と
貧
血
を
起

こ
し
や
す
い
の
で
決
め
ら
れ
た
分
‥
『
Ｅ
を
．
女
換
λ

IＳ”
輸
入
ジ
ン
臓
ま
た
朗
報

帯
広
協
会
病
院
主
婦
に
移
植

　

冊
広
協
会
病
院
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
ツ
輸
し
た
死

休
シ
ン
を
帯
広
巾
内
に
住
む
上
川
、
．
り
松
心
紀
．
い
ｆ

さ
ん
　
１
ニ
ト
ニ
歳
に
柚
佃
ｒ
術
し
成
功
し
ぺ
Ｆ

所
は
一
川
三
ト
ー
‐
に
行
な
わ
れ
ぺ

　

提
供
さ
れ
た
ジ
ン
臓
は
、
‐
本
吽
川
で
一
月
．
二

ト
ロ
ｙ
竺
時
也
ぎ
に
６
い
っ
血
で
亡
く
な
．
つ
た

ア
メ
リ
カ
輿

は
吽
年
４
、
札
医
人
出
４
で
、
臓
器
移
植
の
問
が

的
柚
威
の
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
人
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
佼

の
む
城
裕
’
．
助
教
授
を
通
じ
て
死
休
ジ
ン
心
提
供

を
依
頼
し
て
い
た
．

　

空
輸
ジ
ン
が
病
院
に
川
い
た
の
が
．
月
三
ト
．

口
～
筏
一
時
す
ぎ
、
砲
院
で
は
川
村
外
村
医
長
、

片
宵
医
叩
、
佐
嘸
医
鯛
ぷ
川
-
―
酔
区
、
帯
広
ク

リ
ニ
N
ク
病
院
心
中
尾
院
■
V
が
待
俄
、
ｆ
俐
は
二

所
斑
法
人
北
成
病
院
栄
養
家
巾
西
‥
エ

叶
川
～
で
終
え
ぺ
術
後
三
ト
心
川
で
尿
が
排
出

さ
れ
、
Ｅ
常
に
動
い
て
い
る
卜
か
わ
か
っ
侃

　

バ
松
さ
ん
は
慢
性
腎
不
企
で
．
瓦
ト
．
年
か
ら
辺

．
二
川
　
１
‐
斤
時
川
．
人
．
Ｉ
．
透
析
を
受
け
て
お
り

ｙ
く
か
ら
腎
移
植
を
希
叩
し
て
い
侃

　

同
病
院
は
、
川
忖
医
艮
を
チ
ー
フ
に
几
ト
瓦
年

か
ら
町
臓
口
生
休
移
植
を
道
内
好
昭
‐
例
Ｆ
か

け
て
い
る
か
、
死
休
町
□

　

「
こ
れ
か
ら
は
川
内
か
ら
も
町
提
似
か
川
え
て
ほ

し
い
も
の
で
す
■

:
ｒ
＼
病
院
だ
け
で
も
ニ
ト
人
の
透

析
患
肴
さ
ん
が
侈
植
を
侍
っ
て
い
ま
す
」
と
川
村

医
■
v
は
u
.
~
し
て
い
Ｉ

　

そ
の
後
の
り
松
さ
ん
は
三
月
ト
六
日
に
姐
唯
退

院
さ
れ
現
在
自
宅
で
養
Ｉ
さ
れ
て
い
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
月
’
．
ロ
道
新
）

心
臓
停
止
前
に
腎
臓
ま
た
摘
出

　

「
死
」
の
判
定
で
応
酬

　
　

脳
死
シ
ン
ポ
で
議
論
丿
移
植
学
会

　

脳
死
状
態
２

．
万
ト
ニ
目
、
眼
衣
で
川
か
れ
た
口
本
移
植
７
余

ｓ
「
脳
。
叱
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
ま
た
明

ら
か
に
な
っ
ぺ
脳
叱
状
態
で
の
町
臓
嫡
山
は
、

叶
年
の
同
学
企
で
Ｉ
．
什
が
公
λ
さ
れ
、
話
巡
に
な

ご

　

名
占
Ｍ
第
二
日
■
？
病
院
町
セ
ン
タ
ー
山
川
川
晶

」
が
叫
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
同
セ
ン

タ
ー
グ
ル
ー
プ
は
今
年
一
川
八
口
、
人
工
呼
吸
排

を
つ
け
た
状
態
で
ぷ
叱
患
者
の
町
臓
を
収
り
出
し

移
植
し
ぺ

　

｛
。
接
、
嫡
出
を
担
当
し
た
打
田
川
部
長
に
よ
る

と
、
患
れ
は
ト
ー
歳
Ｓ
=
v
の
。
卜
、
意
識
不
明
か
続

き
、
人
工
呼
吸
ｓ
を
ず
っ
と
っ
け
て
ぃ
た
。
主
治

阪
ｓ
小
児
糾
医
？
い
断
は
脳
災
で
、
回
病
院
２

外
科
医
ら
三
人
か
、
一
万
前
に
、
川
似
不
能
で

　

。
脳
死
」
と
川
定
し
た
ｙ
墨
…
医
が
町
膿
移
柚
へ

心
協
力
を
求
め
、
両
親
ｓ
承
ぷ
を
得
ら
れ
た
た
め

人
工
呼
吸
む
を
つ
け
た
状
態
で
町
楓
。
而
を
収
り

出
し
で
佃
は
同
セ
ン
タ
ー
Ｓ
!
　
　
十
成
心
Ｍ
什
患

片
に
移
竹
も
う
一
佃
は
、
巾
内
の
別
の
病
院
へ

ぷ
ら
れ
、
成
人
患
酋
に
侈
柚
さ
れ
た
。

　

心
膿
i
'
-―
で
死
亡
と
す
る
こ
れ
去
ふ
慣
例
に

ｋ
る
と
、
死
亡
時
川
は
移
植
２

れ
だ
と
「
生
き
て
い
ろ
川
に
腎
臓
を
収
っ
｛
こ

と
に
な
る
こ
と
か
ら
・
つ
ボ
ノ
ウ
ム
で
Ｊ
４
が
わ

き
ご
。
‐
崎
筑
政
人
教
媛
雇
植
外
糾
｝
は
吋
力

・
の
腎
臓
を
嫡
出
す
る
ｓ
は
I
＾
と
川
定
し
た
あ
と

で
あ
る
べ
き
で
、
一
八
性
か
な
ど
と
批
判
し
ぺ

25－-



「
脳
死
を
確
実
に
診
断
で
き
る
か
」
と
Ｉ
う
点
に

っ
い
て
脳
神
経
外
科
心
竹
内
が
村
大
教
授
と
紳
経

内
科
の
篠
原
束
漸
大
助
教
授
が
、
脳
死
の
判
■
'
４
は

技
術
的
に
確
実
に
で
き
、
生
き
か
え
る
こ
と
は
な

い
と
説
明
、
侈
植
医
ｓ
立
場
か
ら
む
崎
筑
波
大
教

授
か
「
脳
の
呼
門
医
か
脳
死
を
刊
断
し
て
ほ
し

１

・
だ
れ
が
診
断
す
る
か
．
と
い
う
こ
と
も
現
時

心
で
は
Ｕ
頼
を
受
け
る
上
で
必
嬰
」
と
し
。
脳
死

で
死
と
刊
定
す
べ
き
と
匪
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
叫
東
Ｉ
祁
立
大
教
授
（
医
小
法
）

は
「
附
死
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
は
、
国
民
四
医

に
対
す
る
Ｕ
頼
次
卵
で
あ
る
」
「
田
民
に
教
育
す

る
的
に
、
医
叩
心
川
で
糾
り
に
練
っ
た
密
度
の
濃

い
ユ
ニ
セ
ン
サ
ス
を
」
と
桁
摘
し
た
。

　

川
死
心
診
断
は
、
移
植
と
は
直
接
つ
な
が
ら
な

い
形
で
。
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
竹
内
教
授

の
調
轟
に
よ
る
と
脳
外
科
学
公
認
定
病
院
（
二
百

六
よ

十
七
％
が
忠
ざ
家
族
に
そ
れ
を
じ
げ
て
い
る
。
脳

廻
状
熊
に
な
っ
た
場
介
。
問
四
％
が
ぶ
収
の
希
望

を
鼻
爪
し
て
^
"
療
方
針
を
決
め
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
ト
三
日
朝
‐
）

ジ
ン
臓
病
患
者
に
朗
報

　

造
血
ホ
ル
モ
ン
を
効
率
採
取

　
　

京
大
グ
ル
ー
プ
新
手
法
を
開
発

　

休
内
で
造
血
を
つ
か
さ
ど
る
骨
髄
に
作
川
し
て

ぶ
血
球
心
お
成
を
促
迎
す
る
ホ
ル
モ
ン
、
エ
リ
ス

ロ
ポ
エ
チ
ン
（
Ｅ
Ｐ
Ｏ
）
を
簡
唯
に
効
牟
よ
く
取

り
出
す
方
法
が
京
大
義
学
郁
の
千
葉
教
授
ら
の
グ

ル
ー
プ
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
。

　

Ｅ
Ｐ
Ｏ
は
主
に
ジ
ン
臓
で
生
成
さ
れ
る
た
め
、

ジ
ン
臓
疾
心
で
Ｅ
Ｐ
Ｏ
ｓ
生
成
が
う
ま
く
い
か
ず
、

賞
血
に
悩
む
多
く
の
患
者
に
と
っ
て
大
き
な
福
ｔ
‥

に
な
り
そ
う
だ
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
大
量
に
取
り

出
す
卜
か
甦
し
く
、
Ｅ
Ｐ
Ｏ
の
成
分
分
析
が
こ
の

研
究
に
よ
っ
て
巡
め
ば
。
遺
伝
子
工
学
で
微
生
物

に
大
Ｍ
生
産
さ
せ
ろ
足
外
り
と
し
て
注
‐
さ
れ

る
。

　

千
葉
教
授
は
「
従
米
の
化
学
的
方
法
に
比
べ
て

吽
川
も
三
分
２
ほ
ど
で
済
み
、
回
収
率
も
約
ａ

倍
も
優
れ
て
い
る
、
Ｅ
Ｐ
Ｏ
は
治
療
薬
と
し
て
使

え
る
ほ
か
ズ
’
筏
ま
と
ま
っ
た
量
が
採
取
で
き
れ

ば
、
そ
刀
ア
ミ
ノ
酸
配
列
を
解
析
、
違
伝
ｆ
工
学

四
技
術
で
微
上
物
に
作
ら
せ
る
こ
と
も
町
能
だ
」

と
謡
し
て
い
る
。

　

水
ル
兵
川
医
大
付
鳩
痢
院
ｋ
は
「
Ｅ
Ｐ
Ｏ
は
ま

だ
人
址
に
採
る
ぢ
決
は
な
く
、
火
験
衣
薬
に
使
う

ぐ
ら
い
し
か
採
れ
な
い
。
京
大
グ
ル
ー
プ
の
方
法

を
使
え
ば
効
串
も
よ
く
、
う
ま
く
い
け
ば
治
療
、

冷
断
に
人
き
く
役
立
つ
は
ず
だ
。
人
工
透
析
患
Ｋ

ら
ジ
ン
臓
疾
小
あ
人
に
大
き
な
柚
琵
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
話
し
て
い
る
。

　

£
４
道
腎
臓
バ
ン
ク
J
の
般
立
発
起
人
会
が

'
-
一
月
末
に
も
ス
タ
ー
ト
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
ジ

ン
移
植
は
＝
;
:
Ｋ
が
多
く
を
９
ん
で
い
る
の
に
本
道

で
の
体
制
は
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
お
り
。
米
年
四

川
を
目
指
す
バ
ン
ク
設
立
に
患
折
の
川
待
は
人
き

い
。
道
内
で
は
透
析
小
箕
の
三
十
％
か
侈
植
を
希

７
し
て
い
る
。
日
本
で
は
肉
親
が
姥
供
す
る
ケ
ー

ス
か
多
い
が
、
年
介
や
健
康
な
ど
の
川
Ｍ
が
あ
っ

て
ど
う
し
て
も
限
界
か
あ
る
。

　

移
植
を
促
進
す
る
に
は
。
死
体
:
＼
ン
ｓ
活
川
も
必

発
で
、
欧
米
で
は
既
に
死
体
｡
■
Ｘ
ン
ｓ
利
川
か
主
流

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
日
本
。
と
く
に
本
道
で

は
提
供
者
か
少
な
い
た
め
迎
れ
て
い
る
。

　

盾
内
９
医
師
グ
ル
ー
プ
で
机
織
し
て
い
る
『
道

腎
移
植
を
す
す
め
る
会
』
は
1
-
J
十
二
年
か
ら
ジ
ン

提
叫
肴
２
‘
Ｍ
や
患
i
;
ｓ
適
合
検
轟
な
ど
地
道
な

活
動
を
続
け
て
い
る
が
、
活
動
を
よ
り
泣
化
す
る

た
め
、
一
年
岫
か
ら
バ
ン
ク
設
立
の
肇
備
を
川
姑

遊
内
の
経
済
団
休
、
医
療
機
関
、
企
業
な
ど
に
協

力
を
呼
び
か
け
て
き
た
。
「
パ
ン
ダ
」
は
財
団
r
i
a

人
と
す
る
計
川
で
、
「
す
す
め
る
会
」
を
発
展
的

に
改
組
す
る
形
を
収
る
。
「
す
す
め
る
企
」
の
卜

務
洵
を
担
ち
し
て
い
る
平
野
哲
夫
北
大
医
学
部
泌

尿
Ｓ
科
講
師
に
よ
る
と
、
五
月
末
に
は
兌
起
人
会

の
発
足
に
こ
ぎ
つ
け
、
来
年
四
川
に
は
「
バ
ン
ク

三
月
三
‐
口
本
経
済
）

　

・
ａ
立
を
目
桁
す
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
代
迫
内
の
提
供
ひ
’
Ｍ
折
は
二
ｒ
任
‐
人
だ

道
ジ
ン
臓
バ
ン
ク
・
光
見
え
た

人
五
月
末
に
も
発
起
人
会

が
、
『
死
亡
率
．
死
囚
、
死
亡
年
令
な
ど
に
間
皿

か
あ
り
、
死
休
ジ
ン
侈
植
町
‥

一
年
川

で
２
鉉
者
ニ
ー
三
千
人
当
た
り
や
っ
と
一
人
と
い

う
の
が
実
情
で
、
バ
ン
ク
設
立
後
、
道
内
だ
け
で

ト
万
人
脱
咬
の
!
Ｓ
Ｓ
が
得
ら
れ
る
よ
う
運
動
を
屁

間
し
た
い
と
い
う
。

（
四
几
十
八
日
道
新
）

道
難
病
連
総
会

　
　

理
事
、
評
議
員
七
氏
送
り
込
む

　

財
団
法
人
と
な
っ
て
始
め
て
な
Ｅ
難
病
連
２

会
か
去
る
四
川
上
八
日
、
十
じ
日
Ｓ
Ｉ
口
、
札
帆

-
＝
ｓ
新
装
な
っ
た
道
難
病
セ
ン
タ
ー
で
川
か
れ
た
。

　

総
会
は
、
十
六
‐
、
午
後
二
時
か
ら
川
か
れ
、

伊
藤
代
表
理
収
心
ア
イ
サ
ツ
心
あ
と
、
理
卜
会
、

Ｉ
議
Ｕ
会
か
犯
行
し
て
開
か
れ
、
三
十
ペ
ー
ジ
に

お
よ
よ
。
動
坦
‥
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
法
算
心
承

硯
５
８
年
度
活
動
方
針
案
、
さ
ら
に
丘
、
几
八
反

万
円
規
膜
心
５
８
年
度
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
ｓ
案
姐
り
承
認
さ
れ
た
。

　

承
認
>
^
l
れ
た
活
動
方
針
を
み
る
と
、
二
丈
二
疾

刑
剛
体
（
部
合
と
地
誠
（
十
円
丈
郎
）
と
の
辿

騰
の
強
化
。
道
・
巾
に
討
す
る
陳
情
、
岫
卸
活
動

の
前
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
作
成
、
難
病
川
題
の

社
会
吽
ぶ
な
ど
か
と
り
上
げ
ら
れ
ぺ

　

さ
ら
に
役
‐
改
世
で
は
、
本
会
か
ら
岩
崎
余
艮

が
t
'
^

I
.
二
１
　
t
-
J
人
）
に
し
ト
几
人
遂
出
ｓ
評
･
≪
!

貝
に
は
、
上
川
弘
（
釧
略
支
部
艮
と
し
て
）
、
鈴
木

さ
三
（
札
帆
プ
乙
ク
）
、
石
庫
三
人
（
道
市
プ

ロ
ヴ
乙
、
広
凶
達
人
（
Ｍ
小
収
ブ
四
ｙ
ク
）
、
Ｍ

部
隆
（
札
帆
ヴ
ロ
ヴ
ク
）
、
中
付
信
夫
（
札
帆
ブ

口
ｙ
ク
）
の
六
氏
が
本
会
か
ら
心
出
さ
れ
た
。
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道腎協加盟組織一覧表
(昭和聡年４月末現在)

札幌腎雌溝轟者友の金

北大駒院

札幌医大病院

市立札帆荊院

帷虜病院

北ａ胸眺

西札幌納院

陸上自衛隊札幌胸院

いのけ病院

間成病院

河口内科医院

光星泌尿器科医院

佐藤医院
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中野医院

帷北医院

宮の森脳神経外科病院

宮岸削1唆劃手沼隈器料

渡井医院

泌尿器科広田医院

仁愛全外科クリニック

勁医脇中央病院

札幌中央病院

東札幌三樹会病院

泌尿器ｎ石川医院

北３条内11クliこツク

うえと医院

え成病眺

新札幌サン･クリニック

淘１桑病院

小樽復息地方腎夜会

朝里刑院

小峰北生病院

ili立小隊第２刑院

うの外科クリニック

剛11内科医院

留■地方水無人腎友会

ｇ萌市立絶合病腕
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lｔA又はlaiaa任肴

　　

病院・患･荷会15
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/
帯広西病院

直藤泌り|器り医院

浅井医院

苫小牧つくし会

小西医院

か1･牧市立総合病院

千秋医院
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低温サウナ

　　　　　　　　　

r5t2-1221サウナ２Ｆ

営業時間PMI2:00～PM11:00(受付時間)
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ニコ,口lﾌﾟ｀ゴコ５・f‘こjフ・rlliS-
－
透析治療において院内感染を防ぐために必要なものです。

ｶﾞスラインフィノレターをとりつけるのが望ましい個所

①動、静脈圧モニターラインと透析装置の

　　

間に名り固

②勤、静脈回路中のエフフ一トラップの皿液

　　

レベル調整ラインに名帽固

③透析終了後、血液回収のための空気送り

　　

こみ時に１個

ニコ,□

が‘コ５・ｒこｊフ･rJbS?-

ポアーサイヌ0.2ミクロンの疎水性

膜を便つでいますので細菌類は全て

除去でさま可。

信頼される医療器

本社大阪市大淀区豊峰3丁目3番13号〒531

　　　

TEL(06]373-3155㈹

●奮●所/1し戸･同心･卜田･４嘸･咄Ｓ･ＬＪ．･・Ｓ一苓雪･ｙＣｉ'.'p9･自Ｓ･哨ぷ･松ぷ･騨徊‘区西●･金刃･９鮭･大面'予Ｍ‘町歌山一昨－･・11匹L趨一広・･黒川･岐l｣-●司‘;□t州･喪Ｓ･吟－‘良児－
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アリコの
「ＯＫ保険」

弱体者終身保険
今までの生命保険にご契約できない方のための新しい保険一今､アリコから登場。

　　

過去の病気や事故が原因で、

保険をあきらめてはいらっしゃいませんか。

　

あなたのために生まれた保険です

●40鮫で保険金300万円にご契約の場合(55tt払済み)

１４
: >! n n卜|14卜II 5･H iiri-W

　　

安心です｡お手軽です。●「ＯＫ保険」５つの特長。

①保険事故発生の危険が鳥い等の珂由で､141米の

保険にご契約できない方のための保険です。

6Ga以ﾄの力で･･般の生命保隈に丼通保険料でこ･火約ｒきる方は､この保

険□に吹約できません｡

②既往症がある場合でも、

ほとんどの方がご契約になれます。

但し､6ヵjl以内に手術､入院｡治療などのご経験のある方は｡ご欠約になれない
場合があります。

③ご契約に際して､医師による診査はありません。

簡やな肖咄:よりこ吹約になれます。

④どんな職業の方でもご契約になれます。

⑤保険料は15年川の短期払い。

しかも保陣は一生約束されます。

このほか､全期払いもめりまｔ

●給付内容

①不慮の嘔故ヵ値棲の原1りｒその事心のllから㈲|1 11川に死Cごされた場乱また

≠7
は法七伝染病で死亡された場外､3圓万円をお･支弘いします。

⑩炳気で死亡された鳩卜。

　

|年11－雌払込伏険卜川･1旧

　　　

･11 11 lau万

　

2H-＼＼-oo;j|ij(保険金の20り　　5'I El ｡

　

3年1ト120万円叫険金の･10り

　　

m -■"*"力

●2t･IM･ら･niiiまでで既払込iv-m･Iが|こ.ely険幸勘Jりμ･』町;･ij腎乙心４

　

険卜川｀I'I釦をお支乙い口す。

●保険料

!).540|ii(f]払いです｡バ払込刈川はSfﾄ間ですﾊﾞy険'pm＼万lj畑場かでｔ

●キャッシュバリュー(解約返戻金)

ＯＫ匯険はjJll:うたるご契約にいよすが,逢巾でおやめになる川乱キャ･ルユ

バ1心－1町勾也h'.i:)irij咳払いしまｔ、

たとえば,1叫･11におやめにな・だ場介.t;:・,ぷ刈11をむ七払い口す。

●ご契約内容

[!iP*tの'Wlfi. MM Iμ０扱いません。

i'-lTilV;険、延几保険への変史はでＭでん。

巧約はけ加でＭせ人。

●お払込期間およびご契約年齢

1縛一乙いli*-7-.歳

全11払い６歳～60歳

●最高保険金額

11~r>'j歳300万ljl印~65歳2叩町川ci;-::,*1ぶゆIII
●

●保険料(例)i搬ｔ四万ljにっき･jl乙い･り3

年齢 保険料 保険11払込靭間

･10歳 :i,1HI)円 55歳まで
･15歳 :i.7(iOMI ６０　　　●

50歳 ･1.50011] 65

55歳 5.･l.-fOI'l 70

　　　　　　　　　　

世界を安心でネットする生命保険会社

　　　

jlllCO :ｐリコSJ13JCﾆ，

　　　　　　　　　　

アメリカンライフ･イニノシュアランスカンjCニー

　　　

〒060札幌市中央区南１条束卜i'目人通バスセンタービルき(011)222-3277

お問合せ・･北海道腎臓病患者連絡協議会事務局

　　　　　

〒064才し｢睨市中央区北３条西20 」'口fを々木ビル3階

　　　　　　　　　　　　

電

　

話(Oil) 6 1 1-13 19
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200ミクロンの細いカプロフアン･ホローフア

　　

イバーを使用していますが、高圧蒸気滅菌と

　　

いう製造方法のちがいを利用して、「残血の起こり
ｅ二くい小形」を実現しました。

　　

●フライミンクが容易です｡●血液充填址iよ85m£と、

　　

わずかです。●ダイアリダンス･限外口過宰ともに、

　　

安定期の透析患者に対し充分な能力を持ちます。

　　

･ R.O.臍製水を充填｡ファイバー内に気泡がないため､残血が

　　　

起こりにくくなっています。

　　

性能(invitro平均値）
ダイアリザンス
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